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特集

「
元
気
な
中
野
市
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
」
予
算

平
成
24
年
度
予
算
は
、

「
市
民
の
生
活

対
策
」
を
見
据
え
、
①
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
②
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
環
境
整
備
③
地
域
の
活

性
化
④
産
業
・
都
市
基
盤
の
整
備

-

な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
必

要
不
可
欠
な
事
業
を
厳
選
し
て
予

算
付
け
し
、
地
域
に
密
着
し
た
ソ

フ
ト
事
業
に
重
点
を
置
き
、
緊
急

性
や
将
来
の
財
政
負
担
な
ど
を
十

分
検
討
・
考
慮
し
、
時
代
の
流
れ

に
即
応
し
た
、
新
た
な
施
策
も
視

野
に
入
れ
、
行
政
が
責
任
を
持
つ

べ
き
事
業
の
精
査
を
行
い
、
真
に

❖歳出・目的別
歳出額　193億4,500万円

会計名 予算額 前年比
一般会計 193億4,500万円 99.3％

特別会計

国民健康保険事業 53億 148万円 104.4％
後期高齢者医療事業 3億9,747万円 107.9％
介護保険事業 36億6,631万円 113.1％
社会就労センター事業 8,123万円 98.5％
倭財産区事業 67万円 29.4％
永田財産区事業 39万円 97.7％
中野財産区事業 231万円 95.0％
情報通信施設事業 4,913万円 86.5％
下水道事業 18億1,799万円 99.3％
農業集落排水事業 6億8,783万円 94.7％
  小　　計 120億  481万円 105.4％

企業会計 水道事業 13億8,833万円 98.1％
合　　計 327億3,814万円 101.4％

　一般会計は、市が行う事業の大部分を
占め、市民の皆さんから納付していただ
く市税や、国、県からの交付金などが主
な財源となります。
　これに対して特別会計は、特定の事業
を行うための予算で、主に保険料や使用
料などの収入で賄われています。
　また、企業会計は、事業で得る収入に
よって支出を賄う独立採算型の会計で、
水道事業がこれにあたります。
　なお、水道事業の予算総額は、収益的
支出および資本的支出の予算額の合計で
す。

会計別予算額

必
要
な
事
業
へ
の
予
算
配
分
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
経
費
を
補
う
た

め
、
引
き
続
き
一
層
の
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
評
価
な
ど
に
基
づ
く
各

種
事
業
の
見
直
し
や
削
減
、
経
常

経
費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

収
入
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
、
今

後
の
更
な
る
財
政
逼ひ

っ
ぱ
く迫

を
に
ら
み

な
が
ら
、
規
律
あ
る
財
政
運
営
に

努
め
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
各
種

補
助
金
・
交
付
金
な
ど
の
財
源
を

最
大
限
活
用
し
て
、
「
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と
　
文
化
が
香
る
元
気
な

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
、
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
こ

歳入の主な特徴
❖市税収入は、経済・雇用情勢の改善の動きが見られることから前年
度比2億９千万円の増収を見込んでいます。

❖地方交付税は、地方財政計画や実績から前年度比２億円の増額を見
込んでいます。不足する財源を補う財政調整基金繰入金は、前年度
比５億２千万円の減額となります。

❖一般会計市債残高は、前年度より４億２千万円増加しますが、臨時
財政対策債を除くと１億１千万円減少する見込みです。

歳出の主な特徴
❖扶助費は自立支援事業費が増となる一方、子ども手当給付事業費、
生活保護費が減少するため、１億３千万円の減額となりました。
❖公債費は臨時財政対策債や旧合併特例事業債の償還の増大により、
１千万円の増額となりました。
❖普通建設事業費は１億６千万円の減額となりますが、市民生活を優
先したソフト事業に重点を置きながらも、実施計画に計上した事業
を中心に生活に密着した社会資本整備を進めます。

う
し
た
事
項
を
基
本
に
、
事
業
を

精
査
し
た
結
果
、
予
算
規
模
と
し

て
は
、
対
前
年
度
当
初
予
算
比
で

金
額
で
１
億
３
５
０
０
万
円
、
率

に
し
て
０
・
７
㌫
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

項 目 予算額 構成費

議 会 費 1億9,509万     円 1.0％

総 務 費 31億7,927万9千円 16.4％

民 生 費 58億9,902万2千円 30.5％

衛 生 費 20億   313万2千円 10.4％

労 働 費 8,535万     円 0.5％

農林水産業費 8億     57万5千円 4.1％

商 工 費 6億2,456万9千円 3.2％

土 木 費 19億4,835万5千円 10.1％

消 防 費 6億8,434万8千円 3.5％

教 育 費 16億1,531万8千円 8.4％

公 債 費 22億6,996万2千円 11.7％

予 備 費 4,000万     円 0.2％

災 害 復 旧 費 ー 0.0％

合 計 193億4,500万    円 100.0％

地方交付税
60 億円
(31.0％)

市税
54 億 1,066 万 6千円

(28.0％)

市債
24 億 2,600 万円 (12.5％)

国庫支出金
17 億 3,789 万 3千円 (9.0％)

県支出金
8 億 9,328 万１千円 (4.6％)

諸収入 8 億 8,205 万 5千円 (4.6％)
繰入金 5 億 2,764 万 4千円 (2.7％)

地方消費税交付金 4 億 4,000 万円 (2.3％)
分担金・負担金 2 億 9,362 万 8千円 (1.5％)

地方譲与税 2 億 3,400 万円 (1.2％)
使用料・手数料 2 億 1,221 万円 (1.1％)

その他 2 億 8,762 万 3千円 (1.5％)

扶助費
25 億 2,644 万円
(13.1％)

公債費
22 億 6,996 万 2千円 (11.7％)

普通建設事業費
17 億 4,644 万 7千円 (9.0％)

補助費等
20 億 4,079 万 5千円 (10.5％)

繰出金
26 億 6,560 万 4千円 (13.8％)

物件費
31 億 6,938 万 6千円 (16.4％)

積立金 11 億 3,190 万 7千円 (5.9％)

その他 7 億 6,684 万 8千円 (3.9％)

人件費
30 億 2,761 万 1千円

(15.7％)

歳入額　193億4,500万円
❖性質別グラフ
歳出額　193億4,500万円

歳
　 

入

歳　出
義務的経費
投資的経費
その他経費

歳
　 

出
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市
で
は
中
野
市
総
合
計
画
に
定

め
る
「
安
全
で
快
適
な
都
市
基
盤

整
備
の
推
進
」
の
観
点
か
ら
、
河

川
砂
防
事
業
（
県
事
業
）
に
よ
る

河
川
改
修
が
完
了
し
た
区
域
を
活

用
し
、
平
岡
・
科
野
地
区
の
夜
間

瀬
川
高
水
敷
の
荒
地
を
公
園
と
し

て
整
備
し
ま
す
。

　
高
水
敷
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
河
川
環
境
が
良
好
と
な
り
、
河

川
を
利
用
し
た
自
然
豊
か
な
空
間

と
市
民
が
集
え
る
安
ら
ぎ
の
あ
る

水
辺
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
の
砂
防
、
水
防
活

動
の
拠
点
と
し
て
啓
発
広
場
を
整

備
し
、
川
を
知
り
川
に
親
し
む
場

を
創
出
し
ま
す
。

　
整
備
区
域
は
高
社
大
橋
か
ら
下

流
に
向
か
っ
て
笠
原
大
橋
下
流
ま

で
の
約
１
・
５
㌖
で
す
。

　
こ
の
整
備
概
要
（
案
）
に
対
す

る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
４
月
２７
日
㈮

整
備
概
要
（
案
）

【
右
岸
】

「
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
」

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

②
多
目
的
広
場

【
左
岸
上
流
部
】

「
散
策
ゾ
ー
ン
」

①
遊
歩
道
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

　
ド

②
砂
防
啓
蒙
広
場

整備概要（案）に対するご意見をお寄せください
夜間瀬川高水敷砂防環境整備（水辺のプラザ）事業

【
左
岸
下
流
部
】

「
身
近
な
自
然
創
出
ゾ
ー
ン
」

①
せ
せ
ら
ぎ
水
路

②
芝
生
広
場

ご
意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
文
書
を
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
任
意
の
様
式
で
可

ご
意
見
の
取
り
扱
い
・
公
表

　
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
内

容
を
整
理
し
た
上
で
、
広
報
紙
ま

た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

　
公
表
の
際
、
住
所
・
氏
名
な
ど

個
人
情
報
に
関
す
る
事
項
は
公
表

し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３-

８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）
市
役
所
都
市
計
画
課
街

路
公
園
係
☎
�
２
１
１
１

（
内
線
２
７
０
）

フ
ァ
ク
ス
�
５
９
２
５

Ｅ
メ
ー
ル

toshikei@city.nakano.
nagano.jp

左岸

右岸

越橋

笠原大橋
せせらぎ

せせらぎ

高
社
大
橋

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め

北
信
総
合
病
院
の
再
構
築
事
業

へ
の
財
政
支
援

〔
北
信
総
合
病
院
再
構
築
事
業
・

１
億
８
７
８
１
万
３
千
円
〕

・
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
い
肺
炎

予
防
の
た
め
、
75
歳
以
上
の
者

に
対
し
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

〔
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業
・

１
９
５
万
円
〕

・
高
齢
者
世
帯
な
ど
で
、
不
燃
性

粗
大
ご
み
な
ど
の
排
出
が
困
難

な
世
帯
を
対
象
に
戸
別
収
集
の

実
施

〔
高
齢
者
支
援
資
源
物
等
収
集
事

業
・
６９
万
円
〕

・
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
と
し

て
活
用
す
る
た
め
多
目
的
防
災

広
場
の
整
備

〔
多
目
的
（
防
災
）
広
場
整
備
事

業
・
１
億
６
８
６
２
万
２
千
円
〕

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
環
境
整
備

・
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
入
院
費
用
の

支
給
対
象
を
小
学
校
６
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
に
拡
大

〔
乳
幼
児
等
医
療
費
給
付
事
業
・

７
５
９
１
万
７
千
円
〕

・
障
害
児
保
育
を
支
援
す
る
た
め

民
間
保
育
所
障
害
児
保
育
事
業

の
財
政
支
援
を
拡
大

〔
民
間
保
育
所
障
害
児
保
育
事

業
・
３
５
６
万
４
千
円
〕

・
老
朽
化
し
た
保
育
所
を
整
備
す

る
た
め
（
仮
称
）
新
み
よ
し
保

育
園
の
整
備

〔（
仮
称
）新
み
よ
し
保
育
園
整
備

事
業
・
５
億
２
５
５
７
万
１
千

円
〕

・
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め

小
学
校
の
保
健
室
へ
シ
ャ
ワ
ー

の
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

扇
風
機
の
購
入
な
ど
計
画
的
な

整
備

〔
小
中
学
校
教
育
環
境
整
備
事

業
・
２
７
５
６
万
２
千
円
〕

・
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
く
知

り
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
す

る
た
め
社
会
科
学
習
の
副
読
本

「
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
中
野

市
」
の
改
訂

〔「
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
中
野
市
」

改
訂
事
業
・
１
４
５
万
１
千
円
〕

・
不
登
校
の
未
然
防
止
、
学
校
と

地
域
・
家
庭
の
連
携
を
図
る
た

め
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

〔
中
学
校
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

配
置
事
業
・
６
４
７
万
円
〕

地
域
の
活
性
化

・
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場
の
観
客
席

お
よ
び
駐
車
場
な
ど
の
整
備

〔
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場
観
客
席
・

駐
車
場
等
舗
装
整
備
事
業
・

３
２
８
４
万
円
６
千
円
〕

・
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

支
援
事
業

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

上流

下流

〔
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
支
援
事

業
・
２
５
０
万
円
〕

・
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
間
山
温
泉
公
園
温
泉

施
設
整
備
事
業

〔
晋
平
の
里
間
山
温
泉
公
園
温
泉

施
設
整
備
事
業
・
３
５
０
０
万

円
〕

産
業
・
都
市
基
盤
の
整
備

・
新
規
就
農
者
支
援
で
は
、
国
庫

補
助
事
業
の
ほ
か
、
市
単
独
事

業
と
し
て
親
元
就
農
者
支
援
を

拡
大

〔
新
規
就
農
者
支
援
事
業
・

８
５
０
万
円
〕

・
農
作
物
被
害
の
要
因
と
な
る
病

害
虫
の
被
害
防
止
を
図
る
た

め
、
病
害
虫
防
除
対
策
用
機
器

の
購
入
な
ど

〔
病
害
虫
防
除
対
策
事
業
・

１
０
７
万
８
千
円
〕

・
市
の
農
産
物
な
ど
を
全
国
へ
発

信
・
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
「
信
州

な
か
の
」
の
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
作
成

〔
信
州
な
か
の
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク

作
成
事
業
・
２８
万
６
千
円
〕

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
て
、
辺
地
対
策
事

業
を
含
め
道
路
整
備
事
業
な
ど

の
実
施

〔
都
市
再
生
整
備
事
業
・

１
億
５
０
６
０
万
円
〕

▲（仮称）新みよし保育園イメージ図
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指
定
管
理
者
の
指
定

条
　
例

補 

正 

予 

算

３月市議会
定例会報告

　３月１日から19日まで、19日間の会
期で開催されました。
　この議会では、条例案12件、予算案
17件、事件案５件、人事案１件のあわ
せて35件が審議され、いずれも原案ど
おり可決などとなりました。
　また、議員提案による意見書などに
ついても審議されました。
　主な内容をお知らせします。

「
中
野
市
市
税
条
例
」の
一
部
改
正

 

市
内
の
経
済
状
況
等
を
考
慮
し
、

「
法
人
市
民
税
均
等
割
」
の
税
率

を
引
き
下
げ
、
ま
た
、
震
災
復
興

等
を
目
的
と
す
る
関
係
法
令
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
「
個
人

市
民
税
の
均
等
割
額
の
臨
時
加

算
」
、
「
退
職
所
得
の
課
税
特
例

の
廃
止
」
等
を
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条

例
」
の
一
部
改
正

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
等
の

医
療
費
の
う
ち
、
特
に
高
負
担
と

な
る
入
院
費
用
に
係
る
給
付
に
つ

い
て
、
対
象
を
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
者
に
拡
大
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
体
育
施
設
条
例
」
の
一

部
改
正

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
、

市
民
体
育
の
一
層
の
向
上
を
図
る

た
め
、
新
た
に
、
「
多
目
的
サ
ッ

カ
ー
場
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
の

制
定

　
社
会
全
体
で
暴
力
団
の
排
除
を

推
進
し
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な

生
活
の
確
保
と
、
社
会
経
済
活
動

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

新
た
な
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
５
億
６
１
３
５
万
３
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

２
０
４
億
１
３
５
７
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
職
員
人
件

費
で
、
一
般
職
退
職
手
当

１
億
７
７
６
８
万
余
円
の
増
額
●

基
金
積
立
金
で
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
積
立
金
４
億
６
８
２
７
万

余
円
の
増
額
な
ど

〈
民
生
費
〉
●
自
立
支
援
事

業
費
で
、
給
付
金
等
扶
助
費

１
５
３
６
万
円
の
増
額
●
生
活
保

護
扶
助
費
で
、
生
活
扶
助
費
等

３
１
２
８
万
円
の
減
額
な
ど

〈
衛
生
費
〉
●
特
別
会
計
繰
出
金

で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計 

繰
出
金
１
９
２
７
万
余
円
の

減
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
園
芸
産
地

育
成
事
業
費
お
よ
び
畜
産
振
興
推

進
事
業
費
で
、
補
助
金
お
よ
び
交

付
金
４
３
１
２
万
余
円
の
減
額

〈
商
工
費
〉
●
商
工
業
振
興
事
業

費
で
、
商
工
業
経
営
相
談
指
導
員

報
酬
１
４
４
万
円
の
減
額
な
ど

〈
土
木
費
〉
●
渇
水
対
策
事
業
費 

お
よ
び
基
金
繰
出
金
で
、
積
立
金

お
よ
び
繰
出
金
５
８
５
万
余
円
の

増
額
●
街
路
整
備
事
業
費
で
、
補

償
料
７
９
６
万
余
円
の
減
額

〈
消
防
費
〉
●
一
部
事
務
組
合
負

担
金
で
、
岳
南
広
域
消
防
組
合
分

担
金
１
０
９
９
万
円
の
減
額
●
消

防
施
設
整
備
事
業
費
で
、
消
火

栓
新
設
改
良
工
事
費
等
負
担
金

２
１
６
万
余
円
の
増
額

〈
教
育
費
〉
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
事
業
費
で
、
１
５
６
４
万
円
の

減
額
な
ど

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉●
総
務
費

で
、長
野
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
負
担
金
90
万
余
円
の
増
額

●
保
険
給
付
費
で
、一
般
被
保
険
者 

高
額
療
養
費
５
０
０
万
円
の
増
額

●
諸
支
出
金
で
、療
養
交
付
金
等 

精
算
金
４
０
５
２
万
余
円
の
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉●
総
務
費

で
、一
般
管
理
事
務
費
の
委
託
料

３
６
５
万
余
円
の
増
額
●
地
域
包

括
支
援
事
業
費
で
、家
族
介
護
支

援
事
業
費
２
８
９
万
余
円
の
増
額

な
ど

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉●
水
道
事
業
費

用
で
、
配
水
設
備
等
除
却
費

１
５
７
７
万
余
円
の
増
額
な
ど

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建

設
計
画
）
の
変
更

　
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

と
整
合
を
図
る
た
め
、
新
た
な
施

策
を
追
加
等
し
、
ま
た
、
財
政
基

盤
を
堅
持
し
、
将
来
の
財
政
推
計

の
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
、
計
画

期
間
を
１
年
延
長
す
る
こ
と
に
伴

い
、
計
画
を
変
更
す
る
に
当
た

り
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

人
　
事

中
野
市
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場
の
指

定
管
理
者
の
指
定
　

　
新
た
に
設
置
す
る
「
多
目
的

サ
ッ
カ
ー
場
」
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

計
画
の
変
更

《
人
権
擁
護
委
員
》

　
深ふ

か
さ
わ澤
舜し

ゅ
ん
え
い英
委
員
が
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
丸ま

る
や
ま山

正ま
さ
み
つ光
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

投票区 投票所 投票区の区域
１ 中野児童センター 中町、東町
２ 西町公会堂 西町、北信総合病院

３ 中野地域職業訓練
センター 普代、松川、東松川

４ コミュニティ
スポーツセンター 栗和田、一本木

５ 南宮中学校体育館 上小田中、下小田中
６ 西条研修センター 西条、高社寮
７ 東吉田区民会館 東吉田

８ 日野小学校
プレイルーム 間山、新野、高遠、更科、東山団地

９ 延徳小学校体育館 桜沢、大熊、北大熊、小沼、篠井
１０ 新保構造改善センター 新保
１１ 平野小学校体育館 東江部、西江部、泉団地
１２ 岩船公会堂 岩船
１３ 中野平中学校体育館 吉田、片塩、七瀬、長嶺
１４ 西部公民館 安源寺、栗林、大俣
１５ 高丘小学校体育館 牛出、立ヶ花、草間、日和
１６ 長丘小学校体育館 田麦、厚貝、壁田、古牧

１７ 高社中学校体育館 新井、若宮、のぞみの郷、金井、南間
長瀬、北間長瀬、東笠原、西笠原

１８ 竹原研修センター 竹原、長元坊団地
１９ 北部公民館 赤岩、越、深沢

２０ 倭小学校体育館 柳沢、田上、岩井、岩井東、中小屋、
牧ノ入

２１ 上今井公民館 上今井（城下、荒山地区を含む）
２２ 中野市豊田支所 替佐、美沢、笠倉、硲、奥手山、穴田

２３ 豊田公民館永田地区館
毛野川、南永江、北永江、梨久保、涌
井、親川、三俣、赤坂、ふるさと苑、
豊田深沢

　
市
内
全
域
の
投
票
環
境
の
整
備

と
均
衡
を
図
る
と
共
に
行
財
政
改

革
を
行
う
た
め
投
票
区
・
投
票
所

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
投
票
所
を
３５
カ
所
か
ら
２３
カ
所

に
し
ま
す
。

②
期
日
前
投
票
所
（
現
行
・
本

庁
、
豊
田
支
所
）
を
２
カ
所

(

北
部
公
民
館
、
西
部
公
民

館)

増
設
し
て
計
４
カ
所
と
し

ま
す
。
本
庁
以
外
の
投
票
時
間

(

現
行
・
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分)

を
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
に
延
長

し
ま
す
。

③
中
小
屋
区
・
牧
ノ
入
区
に
つ
い

て
は
、
選
挙
投
票
日
に
投
票
所

へ
行
く
た
め
の
交
通
手
段
の
確

保
を
行
い
ま
す
。

④
平
成
２４
年
１１
月
２２
日
任
期
満
了

の
中
野
市
長
選
挙
か
ら
適
用
す

る
予
定
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
結
果

　
１
月
５
日
か
ら
１
月
３１
日
ま
で

「
広
報
な
か
の
」
「
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
で
ご
意
見
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
２
件
の
意
見
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計
画
の
公
表
場
所

・
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

・
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

投
票
区
・
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

http://www.city.nakano.
nagano.jp

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

　
３
月
３１
日
任
期
満
了
に
伴
う
中

野
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

が
、
２
月
２６
日
に
告
示
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
の
定
数
は
第
１
選
挙
区

（
中
野
地
域
）
が
１９
人
、
第
２
選

挙
区
（
豊
田
地
域
）
が
４
人
で
、

立
候
補
の
届
出
は
、
い
ず
れ
も
定

数
ど
お
り
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
農
業
委
員
の
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
４

月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

当
選
者
（
届
け
出
順
・
敬
称
略
）

第
一
選
挙
区
（
１９
人
）

西に
し
や
ま山
一い

ち

お雄
（
新
野
）
　
清し

み

ず水
一か

ず

お夫

（
吉
田
）
　
高た

か
は
し橋
幸こ

う
ぞ
う造
（
田
麦
）

町ま

ち

だ田
茂し

げ
る

（
小
田
中
）
　
町ま

ち

だ田
利と

し
か
つ勝

（
柳
沢
）
　
中な

か
む
ら村

幸こ

う

じ

ろ

う

次
郎
（
中

野
）
　
北き

た
む
ら村
忠た

だ
ひ
こ彦
（
草
間
）
　

阿あ

べ部
正ま

さ
ひ
ろ博
（
竹
原
）
　
鈴す

ず

き木
俊と

し
ひ
こ彦

（
江
部
）
　
黒く

ろ
さ
き崎
順じ

ゅ
ん
い
ち一
（
新
保
）

清し

み

ず水
隆り

ゅ
う
い
ち一
（
栗
林
）
　
上う

え
は
ら原
正ま

さ
ひ
ろ博

（
深
沢
）
　
堀ほ

り
う
ち内

和か
ず
ゆ
き幸

（
片
塩
）

池い

け

だ田
好よ

し
あ
き明

（
三
ツ
和
）
　
浅あ

さ

の野
清き

よ
し

（
赤
岩
）
　
坂さ

か
は
ら原

久ひ
さ
ゆ
き幸

（
若
宮
）

池い

け

だ田
栄え

い
い
ち一

（
岩
井
）
　
中な

か
む
ら村

秀ひ

で

と人

（
更
科
）
　
池い

け

だ田
和か

ず
と
し敏
（
笠
原
）

第
二
選
挙
区
（
４
人
）

清き

よ

の野
信の

ぶ
ゆ
き之

（
豊
津
）
小こ

ば
や
し林

健け
ん
い
ち一

（
上
今
井
）
小こ

ば
や
し林

成し

げ

お雄
（
穴
田
）

坂さ
か
も
と本
秀ひ

で

お穂
（
永
江
）

　
ま
た
、
中
野
市
農
業
協
同
組

合
、
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組

合
、
土
地
改
良
区
、
北
信
農
業
共

済
組
合
、
市
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
次
の
方
々
を
４
月
１
日
付
で
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
し
ま

し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

江え

ぐ

ち口
栄よ

し
み
つ光

（
中
野
市
農
業
協
同
組

合
）
　
中な

か
じ
ま島
源み

な
も
と（
北
信
州
み
ゆ
き

農
業
協
同
組
合
）
　
武た

け

だ田
晋し

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

（
土
地
改
良
区
）　
小こ

ば
や
し林
正ま

さ
ひ
で英
（
北

信
農
業
共
済
組
合
）
　
清し

み

ず水
正ま

さ

お男

（
市
議
会
議
員
）
　
金か

ね

こ子
芳よ

し
ろ
う郎

（
市
議
会
議
員
）
　
佐さ

と

う藤
則の

り

こ子

（
桜
沢
）
　
長な

が
さ
わ澤

京き
ょ
う
こ子

（
穴
田
）

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
結
果

２３
人
が
農
業
委
員
に
決
定



※今までの 「長嶺団地」 は廃止し、
   「長嶺団地北」 と 「長嶺団地南」 を新設します。

　　　　　で囲った停留所は、
　　　　　新たに設置する停留所です。

※利用料金は現金のほか、
　シルバー乗車券も利用できます。

（バス定期券・回数券は使えません）

※予約のあった停留所のみ運行します。

※市中心部の停留所とは
　「市役所」「中野駅」「陣屋前」
　「北信病院」の４つを指します。

市中心部の停留所
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「
公
共
交
通
」
本
格
運
行
開
始
へ

み
ん
な
で
乗
っ
て
、
み
ん
な
で
残
し
ま
し
ょ
う

４
月
か
ら
「
お
出
か
け
タ

ク
シ
ー
」
「
豊
田
地

域
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
運
行
を
見

直
し
ま
し
た
。

　
「
路
線
バ
ス
」
も
一
部
の
路
線

で
時
刻
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
持
続
的
に
公
共
交
通

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
見
直
し
基
準
（
下
表
）
」
を
設

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

議
を
重
ね
利
便
性
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

・
予
約
先
の
電
話
番
号
が
変
わ
り

ま
す
。

☎
０
９
０（
１
５
４
１
）０
４
０
０

・
停
留
所
を
増
設
し
ま
し
た
。

豊
田
地
域
ふ
れ
あ
い
バ
ス

・
第
１
便
の
運
行
時
刻
を
改
正
し

ま
す
。

※
第
２
便
・
第
３
便
の
上
今
井
発

便
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

路
線
バ
ス

・
鉄
道
の
発
着
時
刻
に
合
わ
せ
て

「
立
ヶ
花
線
」
「
合
庁
線
」

「
永
田
線
」
「
須
賀
川
線
」

▲お出かけタクシー運行図

　
市
で
は
「
簡
易
測
定
器
」
を
使

用
し
、
昨
年
９
月
か
ら
継
続
的
に

市
内
各
施
設
（
市
役
所
・
豊
田
支

所
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
）
で
空
間
放
射
線
量

を
測
定
し
て
い
ま
す
。
各
施
設
の

測
定
値
は
、
健
康
に
影
響
な
い
数

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

測定値（単位：μＳｖ/h）

測定日

※Ｓｖ（シーベルト）とは体に放射能が当たった   
　場合の吸収線量を表す単位です。

※１μＳｖ（マイクロシーベルト）は、１mＳｖ
　（ミリシーベルト）の１０００分の１です。

中野市の除染基準（0.19μＳｖ/h）

汚染状況重点調査地域に指定される基準（0.23μＳｖ/h）

測定値：市役所地上１m

4,001 円～ 8,000 円

8,001 円～ 12,000 円12,001 円～ 16,000 円

16,001 円～ 20,000 円

20,001 円～

～ 4,000 円
未回答

満足

おおむね満足

どちらでもない
やや不満

市内空間放射線量の推移

　
な
お
、
各
施
設
な
ど
の
詳
し
い

測
定
値
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
国
の
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特

措
法
で
は
１
時
間
当
た
り
０
・

２３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
自

然
放
射
線
を
含
む
）
以
上
の
区

域
が
「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
除
染

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
本
市
の
除
染
基
準
は
１
時
間
当

た
り
０
・
１９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
（
自
然
放
射
線
を
含
む
）

で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
平
成
22
年
10
月
か
ら
平
成
23
年

12
月
ま
で
の
間
に
補
助
制
度
を
利

用
し
て
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
方

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

※
対
象
者
１
０
６
人
う
ち
回
答
者

72
人
（
回
答
率
67
・
9
㌫
）

主
な
意
見
（
抜
粋
）

・
４
月
～
10
月
は
電
力
会
社
に

売
っ
て
い
る
量
が
買
電
よ
り
多

く
金
額
的
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

・
家
族
み
ん
な
で
節
電
や
省
エ
ネ

に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
気
を
付

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
安
価
な
蓄
電
池
の
普
及
が
必
要

と
思
う
。

・
積
雪
が
あ
る
と
発
電
量
が
ゼ
ロ

に
な
る
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

問い合わせ先　市役所環境課環境係(22)2111（内線247）

Ｑ電力会社へ余剰電力を売電し得ている
　電気料金（月平均）は、いくらですか。

Ｑシステムを設置して満足していますか。
路線名

１日当たり利用者
基準値 H 23 現状

路線バス 立ヶ花線 25 人 28.8 人

（市内） 間山線 15 人 19.7 人

路線バス 菅・角間線 50 人 57.1 人

（市外乗り
入れ） 合庁線 50 人 63.7 人

ふれあい
バス

倭・科野
地区 10 人 12.4 人

豊田地域 １人 0.7 人

お出かけタクシー ３人 2.2 人

「
中
野
木
島
線
」
の
５
路
線
で

一
部
時
刻
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

◀
豊
田
地
域
ふ
れ
あ
い
バ
ス
変
更
時
刻
表

※基準値に達しない路線などは、地元住民の
皆さんと協議を重ね、「廃止も含めた」見
直しを検討します。

見直し基準

予
約
専
用
電
話
番
号

０
９
０
（
１
５
４
１
）
０
４
０
０

　
　
　

い
こ
～
よ
い　

４
０
０
円

停留所名 第１便 永田線乗り継ぎ
中野駅行き

三俣 8:15
道の駅 8:16
真宝寺 8:18
永田バス停 8:20
南永江交流
センター 8:24

毛野川橋 8:27
穴田バス停 8:30
豊田支所 8:35
硲生活改善
センター 8:40

笠倉公民館
入口 8:48

豊田支所 8:52

替佐駅 8:55 9：05発
中野駅着9:28

上今井 9:00

発

着
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段階 対象者 年額保険料

第1
・生活保護を受給している方
・世帯全員が住民税非課税であって
　老齢福祉年金を受給している方

22,990円

第 2
世帯全員が住民税非課税であって、前年の合
計所得金額と前年の課税年金収入額の合計が
80万円以下の方

31,610円

第 3
①
世帯全員が住民税非課税であって、前年の合
計所得金額と前年の課税年金収入額の合計が
120万円以下の方

43,110円

② 世帯全員が住民税非課税であって、第3段階
－①に該当しない方 48,850円

第 4

①
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本
人は住民税非課税の方で、前年の合計所得金
額と前年の課税年金収入額の合計が80万円
以下の方

55,180円

②
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本
人が住民税非課税で、第4段階－①に該当し
ない方

57,480円

第 5 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
125万円未満の方 68,970円

第 6 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
125 万円以上 200 万円未満の方 71,850円

第 7 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
200万円以上400万円未満の方 97,710円

第 8 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
400万円以上600万円未満の方 114,960円

第 9 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
600万円以上の方 126,450円

区　分
午前9時
～
正午

午後０時
30分～
午後5時

午後5時
30分～
午後9時
30分

午前9時
～

午後5時

午後０時
30分～
午後9時
30分

午前9時
～

午後9時
30分

超過時間
1時間に
つき

大 会 議 室 4,000 5,400 6,000 9,400 11,400 15,400 2,000

第1会議室 300 400 500 700 900 1,200 200

第2会議室 300 400 500 700 900 1,200 200

第3会議室 300 400 500 700 900 1,200 200

第4会議室 300 400 500 700 900 1,200 200

第5会議室 300 400 500 700 900 1,200 200

第6会議室 900 1,300 1,400 2,200 2,700 3,600 500

第 1 和 室 300 400 500 700 900 1,200 200

第 2 和 室 300 400 500 700 900 1,200 200

音 楽 室 600 800 1,000 1,400 1,800 2,400 300

教 養 室 600 700 900 1,300 1,600 2,200 300

　
市
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る

長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
料
金
を
大
幅
に
引
き

下
げ
ま
し
た
。

　
施
設
内
の
大
会
議
室
（
７
０
０

人
収
容
可
）
は
講
演
会
な
ど
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
体
育
館
と
し
て
の
使
用

も
可
能
で
す
。
目
的
に
応
じ
て
広

さ
が
選
べ
る
中
小
の
会
議
室
が
６

室
、
教
養
室
、
和
室
、
音
楽
室
も

備
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
の
サ
ー
ク
ル

活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
大
会
議
室
は
、
「
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
４
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
２
面

（
公
式
１
面
）
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
１
面
、
卓
球
台
８
台
」

利
用
可
能

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課
労
政
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

　
市
で
は
「
中
野
市
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
」
と
平
成
１６
年
８

月
に
策
定
し
た
「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
」
に

よ
り
、
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

に
つ
い
て
、
平
成
２３
年
３
月
に
策

定
し
た
「
後
期
基
本
計
画
」
と
の

乖か

い

り離
が
大
き
く
な
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
整
合
を
図
り
、
ま
た
、
新
た

に
施
策
（
事
業
）
を
盛
り
込
む
た

め
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新

市
建
設
計
画
）
」
を
一
部
変
更
し

ま
し
た
。

計
画
期
間
の
変
更
　
１
年
延
長

施
策
（
事
業
）
の
追
加

・
公
共
施
設
の
共
同
設
置
、
事
務

事
業
の
共
同
処
理
等
の
推
進

・
地
域
の
基
幹
的
病
院
等
へ
の
支

援
、
地
域
医
療
の
充
実

・
限
り
あ
る
財
産
・
財
源
、
資

産
・
資
源
を
有
効
活
用
し
た
公

共
施
設
等
の
整
備

計
画
の
公
表
場
所

市
役
所
政
策
情
報
課

豊
田
支
所
地
域
振
興
課

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://www.city.nakano.

　nagano.jp

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

名
称

中野市民
プール

管
理
者
シンコースポーツ
㈱長野支店

期
間
平成２４年４月１日
　～２９年３月３１日

所
管
課

文化スポーツ
振興課

名
称

中野市
多目的サッカー場

管
理
者

中野市体育協会

期
間
平成２４年４月１日
　～27年３月３１日

所
管
課

文化スポーツ
振興課

　公の施設の管理運営を行う指定管理者に
ついて、平成24年4月1日付で指定管理者
を指定しました。

公の施設に係る

指定管理者を指定しました

問い合わせ先
市役所政策情報課行政管理係
☎（２２）２１１１（内線４０１）

介
護
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
や

サ
ー
ビ
ス
確
保
の
方

策
な
ど
の
具
体
的
な
計
画
を
定
め

た
「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
（
平
成
２４
年
度
か
ら
３
年

間
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
要
介
護

認
定
者
の
増
加
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施
設

整
備
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り

介
護
保
険
料
は
前
回
に
比
べ
て
上

昇
し
ま
す
が
、
国
・
県
か
ら
の
交

付
金
で
上
昇
幅
を
小
さ
く
し
て
い

ま
す
。
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法（
６５
歳
以
上
）

年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

　
年
金
の
年
額
が
１８
万
円
以
上
の

方
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
り

ま
す
。

納
付
書
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）

　
年
金
の
年
額
が
１８
万
未
満
の
方

や
、
年
度
途
中
で
６５
歳
に
な
ら
れ

た
方
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ

れ
た
方
な
ど
は
、
市
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
次
の
場
合
は
納
付
書
で
の
納
付

　
と
な
り
ま
す
。

・
保
険
料
が
増
額
・
減
額
に
な
っ

た
場
合

・
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ

た
場
合

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）

平成２４年度
４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

仮徴収 本徴収

平成２４年度
７月 ８月 ９月 10月 １１月 １２月 １月 ２月 3月

本徴収

【特別徴収の方】
・４月中旬に「仮徴収額算定通知書」を９月中旬に「本徴収額算定
通知書」を送付します。
・4月の介護保険料は前年度2月と同額を仮徴収します。
・年6回に分けて保険料の年額が天引きになります。
※仮徴収…前年の所得が確定していないため、確定するまでの間、
前々年の所得を基に、暫定の額を納めていただきます。
※本徴収…確定した年間保険料額から、仮徴収で納めた額を差し引
き、残った額を3回に分けて納めていただきます。

【普通徴収の方】
・７月中旬に「納入通知書」送付します。
・保険料の年額を7月から9回に分けて各納付期限までに納めてい
　ただきます。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
一
部
変
更

利
用
料
金
を
改
定
し
ま
し
た

長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

※「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた
額です。

（単位：円）
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保
険
料
＝ 均等割額
38,239円 ＋

所得割額

総所得金額等
　　－33万円
（基礎控除額）

× 7.29％

　
平
成
２３
年
中
の
所
得
の
申
告
に

基
づ
き
、
本
年
度
の
保
険
料
額
を

決
定
し
ま
す
。
被
保
険
者
（
加
入

者
）
の
皆
さ
ん
へ
「
決
定
通
知
書

等
（
桃
色
の
封
筒
）
」
を
７
月
中

旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

※
本
年
度
中
に
７５
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
日
の
前

日
ま
で
に
「
保
険
証
」
を
、
誕

生
日
の
翌
月
の
中
旬
ご
ろ
に

「
保
険
料
の
決
定
通
知
等
」
を

ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減

　
本
年
度
も
保
険
料
軽
減
措
置

（
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額
の
９

割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割
軽

減
）
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

平成24・25年度
保険料率

均等割額 38,239円
所得割率 7.29％
限 度 額 550,000円

子宮頸がん ヒブ・小児用肺炎球菌

対 象 者
中学校１年生～高校２年生相当の女子（平成
７年４月２日～平成12年４月１日生まれ）
※新規対象者となる中学校１年生の女子の方
へは、後日、個別に通知します。

生後２カ月～４歳

接種回数 ３回 １～４回
（接種開始時期により異なります）

接種方法 個別接種 個別接種、集団接種

目 的 子宮頸がんの原因であるヒトパピローマウィ
ルス（ＨＰＶ）の感染予防

髄膜炎・敗血症・肺炎など重症感染
症の発症を予防

　
市
で
は
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
を
平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
対
象
者
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

❖
医
師
研
究
資
金

対
象
者
　
県
外
か
ら
転
入
し
、
北

信
総
合
病
院
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
整
形
外
科
医
師
、
腎
臓
内
科
医

師
、
呼
吸
器
内
科
医
師

貸
付
人
数
　
２
人

貸
付
金
額
　
３
年
間
従
事
し
よ
う

と
す
る
方
は
６
０
０
万
円
、
２
年

間
の
場
合
は
４
０
０
万
円

研
究
資
金
・
奨
学
資
金
の
希
望
者
募
集

各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種

❖
医
師
奨
学
資
金

対
象
者
　
学
校
教
育
法
に
て
医
学

を
専
攻
し
、
卒
業
後
３
年
以
内
に

北
信
総
合
病
院
の
医
師
と
し
て
従

事
す
る
意
思
が
あ
る
方

貸
付
人
数
　
２
人

貸
付
金
額
　
月
額
上
限
20
万
円

※
い
ず
れ
の
資
金
も
貸
付
期
間
と

同
期
間
勤
務
し
た
場
合
は
、
全

額
免
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

貸
付
人
数
に
達
し
次
第
、
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。

※
北
信
総
合
病
院
に
も
同
様
の
貸

付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
３
８
３
‐
０
０
２
１
　

中
野
市
西
一
丁
目
１
番
７
号

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
保
健
医

療
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

所
得
割
額
の
軽
減

　
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
額

３３
万
円
を
差
し
引
い
た
後
の
所
得

が
５８
万
円
以
下
（
年
金
収
入
で

１
５
３
万
円
か
ら
２
１
１
万
円
ま

で
）
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
は
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

長
野
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

☎
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

医師

　
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
お
よ
び
早
期
治
療
に
よ
る
健

康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
指
定

医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

さ
れ
た
際
の
健
診
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
　

①
35
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
（
た
だ
し
、
が
ん
検

査
は
40
歳
以
上
）

※
こ
の
う
ち
、
40
歳
か
ら
74
歳
の

方
は
、
特
定
健
診
と
し
て
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
（
75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65

歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
害
が

あ
る
方
）

助
成
額　

　
健
診
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
年
度
内
１
回
限
り
、
が
ん
ド
ッ

ク
助
成
を
受
け
た
方
や
各
地
区
で

行
わ
れ
る
特
定
健
診
を
受
け
た
方

は
除
き
ま
す
）

申
し
込
み
・
受
診
方
法　

　
ご
希
望
の
医
療
機
関
に
健
診
内

容
や
費
用
を
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
医
療
機
関
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
事
前
に
「
受
診
助
成

券
交
付
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要

　
農
村
で
の
女
性
の
役
割
や
地
位

向
上
を
図
り
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
目
指
す
た
め
中
野
市
農
村
女

性
活
動
推
進
委
員
会
で
は
新
た
に

平
成
24
年
度
か
ら
の
「
中
野
市
農

村
女
性
夢
プ
ラ
ン
（
以
下
『
夢
プ

ラ
ン
』
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
平
成
８
年
に
「
中

野
市
農
村
女
性
活
動
指
針
」
を
策

定
し
、
５
年
ご
と
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
夢
プ
ラ
ン
は
農
業
女
性
団

体
・
組
織
の
代
表
者
で
指
針
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
農
業
・
農
村

の
問
題
点
、
女
性
の
役
割
な
ど
を

話
し
合
い
、
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
も
の

で
、
４
月
下
旬
に
計
画
書
を
農
家

組
合
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
家
組
合
に
属
し
て
い

な
い
方
で
計
画
書
を
ご
希
望
の
方

は
中
野
市
農
村
女
性
活
動
推
進
委

員
会
（
市
役
所
農
政
課
内
）
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
農
村
女
性
活
動
推
進
委
員
会

（
市
役
所
農
政
課
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
０
）

と
な
り
ま
す
。

助
成
方
法　

　
助
成
額
は
市
が
直
接
医
療
機
関

へ
支
払
い
ま
す
の
で
、
健
診
費
用

か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金
額

を
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関　

　
３
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た

「
平
成
24
年
度
版
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療

推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

新
農
村
女
性
夢
プ
ラ
ン
を
策
定

指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
方
へ

健
診
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

Ｑ　

飲
酒
し
て
時
々

具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な

る
と
、
ど
ん
な
症
状
が
出
る
の

か
、
ま
た
対
処
法
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
　
お
酒
を
飲
む
機
会
は
一
年
中

あ
り
ま
す
が
、
特
に
春
先
は
、
職

場
な
ど
の
歓
迎
会
か
ら
始
ま
り
、

普
段
よ
り
も
多
量
に
飲
む
機
会
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
一
年
中

で
一
番
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
液

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
最
高
に

な
る
ま
で
に
は
、
飲
酒
し
て
３０
分

か
ら
６０
分
程
度
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
大
量
の
お
酒
を
短
時
間

に
飲
む
と
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
は
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。
す

る
と
、
一
気
に｢

泥
酔｣

｢

昏こ
ん
す
い睡

｣

の
状
態
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
呼
吸
困
難
な
ど
の
危
険
な
状

態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

　
ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
飲

む
こ
と
で
、
体
が｢

こ
れ
以
上
飲

め
な
い｣

と
い
う
サ
イ
ン
を
出
し

て
く
れ
ま
す
。

電
話
医
療
相
談
所　

☎
�
０
３
０
０

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
１０
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
３０
日
～
１
月
３
日
は
除
く

医
療
に
関
す
る
相
談
に
電
話
で
お
答
え
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は

電
話
医
療
相
談
所
で
す

❖
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
は
…

・
一
気
飲
み
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

・
お
酒
を
飲
め
な
い
体
質
の
人
に

飲
酒
を
強
要
し
な
い
。

・
飲
み
過
ぎ
た
ら
、
水
や
お
茶
な

ど
を
飲
み
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
を
下
げ
る
。

❖
介
抱
の
仕
方

・
絶
対
に
一
人
に
し
な
い
。

・
衣
服
を
緩
め
て
楽
に
す
る
。

・
体
を
冷
や
さ
な
い
。

・
吐
物
に
よ
る
窒
息
を
防
ぐ
た
め

横
向
き
に
寝
か
せ
る
。

☆
こ
ん
な
時
は
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う

①
い
び
き
を
か
き
、
強
く
つ
ね
っ

て
も
反
応
が
な
い
。
②
体
が
冷
た

い
。
③
呼
吸
が
異
常
に
速
く
て
浅

い
。
④
呼
吸
が
ゆ
っ
く
り
で
時
々

し
か
息
を
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療

推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
�
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
は
、
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

集
団
接
種
で
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
よ
り
早
い
時
期
に
免
疫
を
つ

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
ヒ
ブ
・
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

併
せ
て
、
医
療
機
関
で
個
別
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）
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計
画
概
要

基
本
方
針

①
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

②
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

読
書
環
境
の
整
備
・
充
実

③
子
ど
も
読
書
活
動
の
普
及
・
啓
発

計
画
期
間
中
の
重
点
的
な
施
策

①
推
進
組
織
の
連
携
強
化

②
読
書
環
境
の
整
備
や
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充

③
子
ど
も
読
書
活
動
の
普
及
・
啓
発

④
学
習
機
会
の
充
実
に
よ
る
人
材

の
育
成

計
画
公
表
場
所
　

　
市
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
推
進
係

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
結
果

　
広
報
な
か
の
・
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
意
見
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

第
２
次
中
野
市

　子育て支援センターでは０歳から就学前のお子さん
を対象に、毎月楽しい行事を行っています。
　お気軽にお出掛けください。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しく
は、市公式ホームページをご覧いただくか、各子育
て支援センターへお問い合わせください。

問い合わせ先
さくらんぼ　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　☎（３８）３０１２　㊡日・水・祝日

子育て支援センター４・５月の行事予定

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

４月13日㈮
午前10時30分～

春のお花を作ろう
※北部公民館集合

５月１０日㈭
午前1０時３０分～

おはなし玉手箱
ＤｏｎＤｏｎ

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

４月1８日㈬
午後２時～

親子ダンス　
楽しく触れ合いましょう

４月2７日㈮
来られた方から

鯉のぼりを作りましょう
※後日持ち帰り可

５月９日㈬
午前10時30分～

北公園に出掛けよう
※要予約・現地集合

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

４月2０日㈮
午前１０時３0分～

げんきっこ
※西部公民館集合

５月８日㈫
午前１１時～ お父さんの読み聞かせ

　
市
で
は
、「
な
が
の
子
ど
も
・
子

育
て
応
援
県
民
会
議
」と
連
携
・

協
働
し
、
子
育
て
家
庭
が
買
い
物

な
ど
の
際
に
カ
ー
ド
を
提
示
い
た

だ
く
と
、割
引
の
ほ
か
各
種
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る「
な
が
の
子

育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

を
協
賛
店
舗
の
ご
協
力
の
下
、
４

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
は
、
市
に

住
所
を
有
す
る
１８
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
の
い
る
世
帯
に
交
付
し
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
協
賛
店
舗
に
つ
い
て

「
な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」が
ス
タ
ー
ト

は
、
本
紙
挟
み
込
み
チ
ラ
シ

『
【
保
存
版
】
な
が
の
子
育
て
家

庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
』
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
長
野
県
内
の
協
賛
店
舗

に
つ
い
て
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.

pref.nagano.lg.jp/kikaku/
kikaku/shoushika/passport/
passtop.htm

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

対　象 所得
制限

対　象
医療費

福祉医療費
受 給 者 証 給付金を受けるには

０歳
～

小学校３年生
なし 入院

外来 あり
医療機関などで医療費をお支払いの際に、「福祉医療費受給者
証」を提示してください。県外で受診した場合の手続きは下段と
同様です。

小学校４年生
～

中学校３年生
なし 入院 なし

申請が必要です。医療機関へ入院医療費をお支払い後、市役所子
育て課に申請してください。申請の際には、領収証（保険点数の
わかるもの）、印鑑、通帳、子どもの保険証をお持ちください。
※高額療養費などが対象の場合、保険者からの決定通知書が必要

子どもの福祉医療費給付金制度

　子どもの医療費給付金制度の入院医療費に係る対象年齢は、これまで小学校６年生まででしたが、４月１
日から下表のとおり中学校３年生までに拡大しました。中学生は、４月１日以降の入院医療費が対象です。
　なお、給付申請の受け付け期限は入院した月から１年以内ですのでご注意ください。

問い合わせ先　市役所子育て課子ども支援係　☎（２２）２１１１　内線３5６

※文書料、差額ベッド代、寝巻き代など健康保険が適用されないものや独立行政法人日本スポーツ振興センター
災害共済給付金の対象となる医療費などは給付対象となりません。

４月から『入院』の給付対象を中学校３年生までに拡大

▲優待パスポートカード

各分野の推進活動と連携

図書館
子ども読書活動の拠点
○読み聞かせボランティアなどの育成・支
援　○団体貸し出しの充実　○図書の
充実　○子どものための施設整備
○「おはなし会」「読み聞かせ会」の
開催および支援　○幼稚園・保育所・
学校、県立図書館などとの連携　
○子ども読書活動の広報・啓発

学　校
子どもの視野を広げる取り組み
○読書習慣の確立　○学校図書館を利
用した学習活動の充実　
○学校図書館の計画的な整備
○読書指導の充実
○家庭での読書の推進　
○市立図書館、関係団体との連携

幼稚園・保育所
子どもの読書意欲を高めるための働き
かけ
○おはなしの楽しさを知る機会の充実
○保護者への「読み聞かせ」情報の発信
○読書環境の整備　
○家庭への絵本の紹介や貸し出し
○市立図書館との連携

家庭・地域
子どもが本に親しむ機会づくり
○ブックスタートによる読み聞かせの
推進　
○地域での読み聞かせの推進　
○家庭での読書の推進　
○読み聞かせボランティアの紹介　
○子ども読書活動の普及・啓発
○「こどもの読書週間」での啓発

　
こ
れ
ま
で
７０
歳
以
上
の
車
を
運

転
さ
れ
な
い
方
か
ら
の
申
請
に
よ

り
シ
ル
バ
ー
乗
車
券
を
給
付
し
て

い
ま
し
た
が
、「
中
野
市
の
新
交

通
シ
ス
テ
ム
」
の
認
知
度
が
上

が
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

本
年
度
か
ら
、
次
の
と
お
り
給
付

方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

７０
歳
以
上
の
方

乗
車
券
配
布
方
法
　
４
月
上
旬
に

対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
。（
申
請

は
不
要
で
す
）

利
用
で
き
る
交
通
機
関
　
長
野
電

鉄
（
電
車
・
バ
ス
）、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
、
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

※
民
間
の
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

シ
ル
バ
ー
乗
車
券
の
給
付
方
法
を
変
更
し
ま
し
た

を
迎
え
、
酵
素
を
使
っ
た
新
し

い
機
能
性
食
品
の
開
発
と
地
域

特
産
加
工
品
の
高
品
質
化
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
積

極
的
に
質
問
し
、
商
品
開
発
を

模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き

研
修
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

「
農
商
工
連
携
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

 

３
月
２１
日
㈬
、
中
野
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

市
内
の
中
小
企
業
者
と
農
業
者

が
連
携
し
、
互
い
の
経
営
資
源

を
活
用
し
た
新
事
業
や
新
商
品

開
発
の
研
究
を
目
的
に
「
農
商

工
連
携
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
講
師
に
信
州
大
学

工
学
部
教
授
の
天あ

ま

の野
良よ

し
ひ
こ彦
さ
ん

▲研修会の様子



平成24年４月号17 平成24年４月号 16

固
定
資
産
の
縦
覧
と
閲
覧
が
で
き
ま
す

【
縦
覧
制
度
】

　
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

他
人
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

一
定
期
間
公
開
す
る
こ
と
で
、
固

定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己
の
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
比
較
で
き
る
制

度
で
す
。

縦
覧
で
き
る
期
間

　
４
月
１
日
㈰
～
５
月
１
日
㈫

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
の
納
税
者
。
な
お
、

土
地
の
納
税
者
は
「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
、
家
屋
の
納
税
者
は

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
、
土

地
、
家
屋
の
納
税
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
内
容
　

①
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
…

所
在
、地
番
、地
目
、地
積
、価
格

②
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
…

　
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、構

造
、床
面
積
、価
格

縦
覧
申
請
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身

分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
者
の
代
理
人

の
方
は
、
納
税
者
の
委
任
状
お

よ
び
代
理
人
の
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

【
閲
覧
制
度
】

　
納
税
義
務
者
が
自
己
の
資
産
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。
ま
た
、
借
地
人
、
借
家

人
の
方
も
借
用
物
件
の
課
税
台
帳

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
期
間

　
４
月
１
日
㈰
～
平
成
２５
年
３
月

３１
日
㈰（
土
曜
、日
曜
、祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

閲
覧
で
き
る
方

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
、

納
税
管
理
人
、破
産
管
財
人
な
ど

②
借
地
人
、
借
家
人

閲
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

は
、
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代

理
人
の
方
は
、
納
税
義
務
者
の

委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の
運
転

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分

証
明
書

③
借
地
人
、
借
家
人
は
、
賃
貸
借

契
約
書
お
よ
び
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

④
相
続
人
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
相

続
関
係
が
わ
か
る
も
の
お
よ
び

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

●
縦
覧
・
閲
覧
手
数
料
　
無
料

※
縦
覧
帳
簿
は
複
写
不
可

●
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
場
所

　
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
豊
田
支

所
地
域
振
興
課

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
資
産
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

　
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
提

言
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
お

聴
き
す
る
事
業
「
私
の
提
言
」
を

実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
だ
い
た

ご
提
言
は
市
長
が
直
接
拝
見
し
、

お
返
事
を
差
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
市
政
運
営
に
反
映
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
提
言
に
対
す
る
お
返

事
は
、
受
け
付
け
を
し
て
か
ら
２

週
間
程
度
と
し
て
い
ま
す
が
、
内

容
に
よ
っ
て
は
担
当
課
で
調
査
、

検
討
を
行
い
、
関
係
部
署
と
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、

お
返
事
を
差
し
上
げ
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
　
平
成
25
年
３
月
31
日

利
用
方
法

⑴
郵
送
　
本
紙
に
挟
み
込
ん
で
あ

る
用
紙（
ウ
グ
イ
ス
色
）に
ご
記
入

の
上
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
郵
便
ポ

ス
ト
へ
投と

う
か
ん函

し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
フ
ァ
ク
ス
　
専
用
の
フ
ァ
ク
ス

（
�
２
４
４
５
）
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
用
紙
の
様
式
は
定
め
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
挟
み
込
ん
で

あ
る
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑶
電
子
申
請
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
ご
提
言
い
た
だ
け
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w.city.nakano.nagano.jp/

）

か
ら
「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
」
の
ペ
ー
ジ
へ
移
動
し
、
必
要

事
項
を
入
力
の
上
、
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

用
紙
の
設
置
場
所
　
市
役
所
総
合

案
内
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民

館
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

そ
の
他
　
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は
、

個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し

た
上
で
、
広
報
紙
や
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

が
未
記
入
で
あ
っ
た
り
、
特
定
の

市
民
・
団
体
な
ど
へ
の
中
傷
的
な

も
の
は
、
原
則
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

私の提言
建設的なご意見をお聴かせください

事務室を移動しました
　売れる農業推進室と農業委員会事
務局の事務室をそれぞれ次のとおり
移動しました。

売れる農業
推進室

農業委員会
事務局

移動前
市役所２F
農政課のフロ
ア

市役所２F
建設水道部の
フロア

移動後
市役所３F
商工観光課
のフロア

市役所２F
農政課のフ
ロア

問い合わせ先
市役所財政課管財係
☎（２２）２１１１（内線２２２）

市
民
、
事
業
者
、
市
が
一
体

と
な
っ
て
安
全
で
平
穏
な

社
会
生
活
の
確
保
と
社
会
経
済
活

動
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

暴
力
団
の
排
除
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
理
念
を
定
め
た
「
中
野
市
暴

力
団
排
除
条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
。

市
民
・
事
業
者
の
責
務

・
市
が
行
う
暴
力
団
排
除
の
施
策

　
に
協
力
す
る
。

・
暴
力
団
の
排
除
に
役
に
立
つ
情

報
を
得
た
と
き
は
、
市
・
警
察

署
に
情
報
提
供
を
行
う
。

・
暴
力
団
に
（
協
力
す
る
目
的

で
）
金
品
な
ど
を
供
与
し
な

い
。

基本事項
・暴力団を恐れない
・暴力団に資金を提供しない
・暴力団を利用しない
を基本として、市民、事業
者、警察署、市が協力して推
進します。

・
債
権
の
回
収
や
紛
争
解
決
な
ど

に
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。

市
の
責
務

・
市
の
事
務
事
業
や
公
の
施
設
か

ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
。

・
暴
力
団
の
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図

る
。

・
暴
力
団
排
除
の
た
め
の
啓
発
な

ど
の
施
策
を
推
進
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

暴
力
団
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど

中
野
警
察
署

☎
�
０
１
１
０

暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定

水
質
検
査
計
画
と
は
　

　
水
道
法
施
行
規
則
で
は
、
水
道

事
業
者
は
、
水
源
種
別
、
過
去
の

水
質
検
査
結
果
、
水
源
周
辺
の
状

況
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
水

質
検
査
な
ど
の
内
容
を
定
め
た
水

質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
毎
事
業

年
度
の
開
始
前
に
水
道
の
需
要
者

に
対
し
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要
　

　
本
市
の
水
道
水
質
検
査
計
画
の

概
要（
構
成
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
基
本
方
針

２
　
水
道
事
業
の
概
要

３
　
水
源
の
状
況
な
ら
び
に
原
水

　
お
よ
び
浄
水
の
水
質
状
況

４
　
採
水
地
点
、
検
査
項
目
、
検

　
査
頻
度
お
よ
び
そ
の
理
由

５
　
水
質
検
査
の
方
法
お
よ
び
自

　
己
委
託
の
区
分

６
　
臨
時
の
水
質
検
査

７
　
水
質
検
査
計
画
お
よ
び
検
査

　
結
果
の
公
表

８
　
水
質
検
査
結
果
の
評
価

９
　
水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性

　
の
保
証

１０
　
関
係
者
と
の
連
携

　
計
画
の
内
容
は
、
市
役
所
上
下

水
道
課
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

フ
ァ
ク
ス
�
２
６
６
６

Ｅ
メ
ー
ル
　jyogesui@city.

nakano.nagano.jp

 

義
援
金
受
け
付
け
窓
口
の
日
本

赤
十
字
社
と
中
央
共
同
募
金
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
と
県
北
部
地

震
に
係
る
義
援
金
の
受
け
付
け
期

間
を
、
９
月
末
日
ま
で
延
長
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
、
本
市
で
も
３

月
２９
日
㈭
ま
で
と
し
て
い
た
受
け

付
け
期
間
を
９
月
下
旬
ま
で
延
長

し
ま
す
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
姉
妹
都
市
の
北
茨
城
市

で
は
、
義
援
金
の
受
け
付
け
を
既

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
同

市
を
支
援
し
た
い
場
合
は
（
義
援

金
で
は
な
く
）
復
興
事
業
な
ど
に

充
て
る
寄
附
金
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
北
茨
城

市
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
役
所
庶
務
課
防
災
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
）

策定しました

義
援
金
の
受
け
付
け
を
延
長
し
ま
す

水道水質検査計画を

平
成
２４
年
度
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教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵

　

本
年
度
も
「
教
育
を
拓
く
知
恵
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

今
回
は
、
本
年
度
の
教
育
委
員
会
関
係
の
重
点
施
策
と
予
算
の

内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

～
平
成
24
年
度
に
臨
み
～

編
集
／
中
野
市
教
育
委
員
会

№
61

　

本
市
の
人
口
は
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
資
料

に
よ
る
と
、
２
０
３
５
年
に
は

３
万
５
０
９
５
人
、
そ
の
内
０
歳

～
１４
歳
ま
で
の
人
口
は
、
全
体

の
１０
㌫
の
３
５
１
７
人
と
い
う

統
計
数
値
が
出
さ
れ
て
お
り
、

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

６
４
８
１
人
で
あ
り
ま
す
の
で
、

お
お
よ
そ
半
分
と
な
っ
て
し
ま
う

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
教
育
委
員
会

で
は
、
２
年
間
に
わ
た
り
市
民
教

育
懇
話
会
で
意
見
を
お
聞
き
し
た

結
果
、
本
年
度
に
お
い
て
「
適
正

規
模
・
適
正
配
置
を
検
討
す
る
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
少
子
化
時

代
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
た
だ
こ
う
と

職 
員 

人 

事

　

４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異

動
（
１
８
１
人
）
を
行
い
ま
し

た
。
本
庁
お
よ
び
支
所
な
ど
の
係

長
以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員

お
よ
び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
旧
任

　

【
参
事
幹
】

参
事
幹
兼
総
務
部
長
（
参
事
幹
兼
健
康
福

祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
田
中
重
雄
、

参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
（
参
事
幹
兼
子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
所
長
）
渡
辺
重
雄
、
参
事
幹
兼

子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

（
参
事
幹
兼
消
防
部
長
・
併
任
）
塚
田
栄

一
、
参
事
幹
兼
経
済
部
長
（
北
信
広
域
連

合
参
事
幹
兼
事
務
局
長
）
小
林
俊
幸
、
参

事
幹
兼
建
設
水
道
部
長
（
参
事
兼
道
路
河

川
課
長
）
小
林
伸
行
、
参
事
幹
兼
消
防
部

長
・
併
任
（
参
事
兼
消
防
課
長
・
併
任
）

上
野
永
一
、
参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長
（
参

事
兼
生
涯
学
習
課
長
）
小
林
治
男
、
参
事

幹
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
参
事
幹

兼
建
設
水
道
部
長
）
小
古
井
義
治

　

【
部
長
級
】

参
事
兼
税
務
課
長
（
参
事
兼
議
会
事
務
局

次
長
）
小
林
久
勝
、
参
事
兼
高
齢
者
支
援

課
長
（
高
齢
者
支
援
課
長
）
小
林
み
ゆ

き
、
参
事
兼
環
境
課
長
（
環
境
課
長
）
関

守
、
参
事
兼
人
権
政
策
課
長
兼
男
女
共
同

参
画
推
進
室
長
（
西
部
公
民
館
長
）
柳
沢

秀
一
、
参
事
兼
道
路
河
川
課
長
兼
新
幹
線

対
策
室
長
（
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
）
小

林
之
美

　

【
課
長
】

中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
所
長
（
健
康
づ

く
り
課
長
補
佐
兼
保
健
医
療
推
進
係
長
）

鈴
木
清
美
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼

高
野
辰
之
記
念
館
長
（
市
民
課
長
）
久
保

利
幸
、
中
山
晋
平
記
念
館
長
（
人
権
政
策

課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長
）
佐
藤

等
、
市
民
課
長
（
副
参
事
兼
庶
務
課
長
補

佐
兼
庶
務
文
書
係
長
）
花
岡
隆
志
、
商
工

観
光
課
長
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼

高
野
辰
之
記
念
館
長
）
竹
内
幸
夫
、
上
下

水
道
課
長
（
副
参
事
兼
農
政
課
長
補
佐
兼

耕
地
林
務
係
長
）
山
岸
功
、
消
防
課
長
・

併
任
（
岳
南
広
域
消
防
本
部
副
参
事
兼
次

長
補
佐
兼
警
防
係
長
）
伊
東
幹
夫
、
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
（
新
幹
線
対
策
室
長
）
成
合
宣

孝
、
生
涯
学
習
課
長
兼
博
物
館
長
（
副
参

事
兼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推

進
係
長
兼
博
物
館
副
館
長
）
佐
々
木
正
、

図
書
館
長
（
高
齢
者
支
援
課
長
補
佐
兼
介

護
予
防
包
括
支
援
係
長
）
月
岡
篤
志
、
議

会
事
務
局
次
長
（
北
信
広
域
連
合
副
参
事

兼
事
務
局
次
長
補
佐
）
保
科
篤

　

【
課
長
級
】

副
参
事
兼
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長

（
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
）
竹
内
貞

人
、
副
参
事
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
（
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
）
久
野
常
志
、
副
参
事
兼
消
防
課
長

補
佐
兼
消
防
係
長
・
併
任
（
消
防
課
長
補

佐
兼
消
防
係
長
・
併
任
）
髙
山
真
澄
、
副

参
事
兼
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
（
会

計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）
青
木
和
美
、

副
参
事
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
兼
庶
務
係

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事
兼
事
務

局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農
地
係

長
）
小
嶋
学
、
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参

事
兼
事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼

農
地
係
長
（
副
参
事
兼
中
央
公
民
館
副
館

長
）
高
田
茂

　

【
課
長
補
佐
】

庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
文
書
係
長
（
庶
務

課
主
幹
兼
秘
書
広
報
係
長
）
柴
本
豊
、
政

策
情
報
課
長
補
佐
兼
行
政
管
理
係
長
（
政

策
情
報
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
兼
行

政
管
理
係
長
）
小
橋
善
行
、
健
康
づ
く
り

課
長
補
佐
兼
健
康
管
理
係
長
（
健
康
づ
く

り
課
主
幹
兼
健
康
管
理
係
長
）
関
万
貴

子
、
福
祉
課
長
補
佐
兼
厚
生
保
護
係
長

（
福
祉
課
主
幹
兼
国
保
医
療
係
長
）
町
田

義
文
、
高
齢
者
支
援
課
長
補
佐
兼
介
護
予

防
包
括
支
援
係
長
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼

庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）
土
屋
龍
昭
、
環

境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
（
長
野
県
警
察

本
部
か
ら
人
事
交
流
）
倉
石
宣
彦
、
高
野

辰
之
記
念
館
副
館
長
（
上
下
水
道
課
長
補

佐
兼
監
理
係
長
）
町
田
久
子
、
人
権
政
策

課
長
補
佐
兼
啓
発
推
進
係
長
兼
中
野
人
権

セ
ン
タ
ー
館
長
（
子
育
て
課
主
幹
兼
青
少

年
未
来
係
長
）
神
田
和
賢
、
農
政
課
長
補

佐
兼
耕
地
林
務
係
長
（
道
路
河
川
課
主
幹

兼
維
持
係
長
）
上
野
慎
一
、
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進
係
長
（
庶
務
課

主
幹
兼
防
災
係
長
）
宮
本
浩
明
、
博
物
館

副
館
長
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼

文
化
振
興
係
長
）
徳
竹
雅
之

　

【
課
長
補
佐
級
】

庶
務
課
主
幹
兼
防
災
係
長（
売
れ
る
農
業

推
進
室
推
進
係
長
）秋
元
正
幸
、庶
務
課
主

幹
兼
職
員
係
長（
庶
務
課
職
員
係
長
）中
山

貴
弘
、財
政
課
主
幹
兼
管
財
係
長（
財
政
課

管
財
係
長
）栗
林
淳
一
、税
務
課
主
幹
兼
資

産
係
長（
税
務
課
資
産
係
長
）竹
内
和
彦
、

健
康
づ
く
り
課
主
幹
兼
保
健
医
療
推
進
係

長（
保
育
課
主
幹
兼
保
育
係
長
）太
田
敦
、

環
境
課
主
幹
兼
衛
生
係
長（
農
政
課
主
幹

兼
農
政
振
興
係
長
）豊
田
和
広
、上
下
水
道

課
主
幹
兼
上
水
道
係
長（
環
境
課
主
幹
兼

衛
生
係
長
）奈
良
和
夫
、消
防
課
主
幹
の
併

任
を
解
く（
消
防
課
主
幹
・
併
任
）土
屋
秀

夫　
　

【
係
長
】

庶
務
課
秘
書
広
報
係
長（
上
下
水
道
課
営

業
係
長
）柴
本
清
天
、政
策
情
報
課
政
策
推

進
係
長（
政
策
情
報
課
主
査
）阿
藤
博
之
、

健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健
係
長（
健
康
づ

く
り
課
副
主
幹
）吉
村
恵
利
子
、福
祉
課
国

保
医
療
係
長（
学
校
教
育
課
副
主
幹
）小

橋
俊
樹
、子
育
て
課
青
少
年
未
来
係
長（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
副
主
幹
）宮
嶋
清
、

子
ど
も
相
談
室
子
ど
も
相
談
係
長（
健
康

づ
く
り
課
副
主
幹
）池
田
純
子
、保
育
課
保

育
係
長（
税
務
課
副
主
幹
）丸
山
晃
、文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係
長（
庶
務

課
副
主
幹
）神
田
幸
一
、男
女
共
同
参
画
推

進
室
推
進
係
長（
高
齢
者
支
援
課
副
主
幹
）

小
畑
悦
子
、農
政
課
農
政
振
興
係
長（
税
務

課
主
査
）小
林
英
哉
、売
れ
る
農
業
推
進
室

推
進
係
長（
財
政
課
主
査
）佐
藤
昌
行
、商

工
観
光
課
観
光
係
長（
子
育
て
課
副
主
幹
）

小
林
浩
、道
路
河
川
課
維
持
係
長（
農
政
課

副
主
幹
）小
林
雄一、上
下
水
道
課
監
理
係
長

（
地
域
振
興
課
副
主
幹
）池
田
義
博
、上
下

水
道
課
営
業
係
長（
福
祉
課
主
査
）池
田
正

実
、中
央
公
民
館
教
育
係
長（
中
央
公
民
館

庶
務
係
長
兼
教
育
係
長
）松
本
則
夫
、議
会

事
務
局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長（
議
会
事

務
局
副
主
幹
）丸
山
賢
司

《
保
育
所
》

　

課
長
補
佐
級
　
所
長
・
園
長

主
幹
兼
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
主
幹
兼
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）関
野
玲
子
、主
幹
兼
北
部
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長（
主
幹
兼
中
央
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
）小
林
正
尾
、主
幹
兼
豊
田

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長（
松
川
保
育
園

主
幹
）出
川
貴
久
美
、主
幹
兼
西
町
保
育

園
長（
主
幹
兼
松
川
保
育
園
長
）畠
山
田
鶴

子
、主
幹
兼
松
川
保
育
園
長（
主
幹
兼
西
町

保
育
園
長
）酒
井
美
智
子
、主
幹
兼
み
よ
し

保
育
園
長（
主
幹
兼
永
田
保
育
園
長
）清
水

さ
と
美
、主
幹
兼
高
丘
保
育
園
長（
主
幹
兼

平
岡
保
育
園
長
）竹
内
千
恵
子
、主
幹
兼
平

岡
保
育
園
長（
主
幹
兼
高
丘
保
育
園
長
）小

林
明
美
、主
幹
兼
永
田
保
育
園
長（
み
よ
し

保
育
園
主
幹
）山
崎
ま
ゆ
み

　

課
長
補
佐
級
　
主
幹

み
な
み
保
育
園
主
幹（
た
か
や
し
ろ
保
育

園
主
幹
）下
田
由
美
子
、平
野
保
育
園
主
幹

（
豊
井
保
育
園
主
幹
）小
坂
と
し
子
、西
町

保
育
園
主
幹（
永
田
保
育
園
主
幹
）小
林
す

み
子
、松
川
保
育
園
主
幹（
平
野
保
育
園

主
幹
）小
林
小
夜
子
、み
よ
し
保
育
園
主
幹

（
み
な
み
保
育
園
主
幹
）松
野
三
恵
子
、た

か
や
し
ろ
保
育
園
主
幹（
長
丘
保
育
園
主

幹
）神
田
文
子
、豊
井
保
育
園
主
幹（
西
町

保
育
園
主
幹
）古
川
三
智
子

《
派
遣
》

北
信
広
域
連
合
へ
派
遣

参
事
幹
兼
事
務
局
長
（
参
事
幹
兼
豊
田
支

所
長
）
海
野
昇
正
、
事
務
局
次
長
補
佐

（
商
工
観
光
課
主
幹
兼
観
光
係
長
）
竹
前

辰
彦

《
研
修
派
遣
》

長
野
県
実
務
研
修
（
健
康
づ
く
り
課
保
健

師
）
高
野
由
梨

《
新
規
採
用
》

税
務
課 

岡
利
哉
、
税
務
課 

金
井
友

也
、
税
務
課 

樋
口
翔
太
、
健
康
づ
く
り

課 

玉
木
萌
美
、
健
康
づ
く
り
課 

柴
田

由
衣
子
、
健
康
づ
く
り
課 

宮
﨑
紗
知
、

福
祉
課 

篠
原
和
馬
、
福
祉
課 

浅
沼
利

佳
子
、
高
齢
者
支
援
課 

齋
藤
静
華
、

市
民
課 

鈴
木
章
彦
、
市
民
課 

水
野
眞

央
、
農
政
課 

山
口
明
良
、
道
路
河
川
課 

矢
野
慶
晃
、
道
路
河
川
課 

松
野
健
太
、

都
市
計
画
課 

徳
竹
一
樹
、
上
下
水
道
課 

神
田
哲
弥
、
学
校
教
育
課 

渡
辺
祐
多
、

み
な
み
保
育
園 

春
原
絵
理
、
平
野
保
育

園 

樰
沢
奈
津
希
、
松
川
保
育
園 

有
賀

広
絵
、
高
丘
保
育
園 

島
田
い
ず
み
、
た

か
や
し
ろ
保
育
園 

小
林
万
里
子

《
退
職
》
（
3
月
31
日
付
）

参
事
幹
兼
総
務
部
長 

青
木
正
、
参
事
幹

兼
経
済
部
長 

小
林
敏
、
参
事
幹
兼
会
計

管
理
者
兼
会
計
課
長 

本
藤
善
明
、
参
事

兼
税
務
課
長 

島
田
賢
治
、
参
事
兼
中
野

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
所
長 

出
川
久
、
参

事
兼
中
山
晋
平
記
念
館
長 

市
川
一
夫
、

参
事
兼
上
下
水
道
課
長 

髙
橋
満
則
、
参

事
兼
図
書
館
長 

久
保
廣
二
、
参
事
兼
博

物
館
長 

中
島
庄
一
、
南
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 

小
林
克
彦
、
副
参
事
兼
福
祉
課
長
補
佐
兼

厚
生
保
護
係
長 

牧
野
武
仁
、
副
参
事
兼

人
権
政
策
課
長
補
佐
兼
啓
発
推
進
係
長
兼

中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長 

山
田
喜
英
、

主
幹
兼
豊
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長 

永
井
高
子
、
主
幹
兼
み
よ
し
保
育
園

長 

西
原
芳
子
、
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境

係
長
（
長
野
県
警
察
本
部
人
事
交
流
）
酒

井
陽
、
高
野
辰
之
記
念
館
副
館
長 

小
林

雅
美
、
高
丘
保
育
園
主
幹 

山
田
良
子
、

健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健
係
長 

竹
内
由

香
里
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
推
進
係
長 

山
﨑
尚
美
、
子
ど
も
相
談
室
子
ど
も
相
談

係
長 

滝
澤
小
春
、
上
下
水
道
課
上
水
道

係
長 

小
野
塚
房
夫
、
北
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
副
主
幹 

小
林
邦
久
、
税
務
課
主

事 

根
本
真
美
、
地
域
振
興
課
主
事 

池

田
朱
美

児
童
生
徒
の
減
少
に
向
け

平
成
２４
年
度
教
育
委
員
会
の

　
　
　
　
重
点
施
策
と
予
算

　

市
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
１
９
３
億
４
５
０
０
万
円

で
、
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
を

「
元
気
な
中
野
市
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
」
と

し
、
「
市
民
の
生
活
対
策
」
を
見

据
え
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
環
境

整
備
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業
・

都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
市
民
生
活

に
直
結
す
る
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
１６
億
１
５
３
１
万

８
０
０
０
円
、
前
年
度
比

３
３
１
０
万
円
、
率
で
２
㌫
の
減

額
で
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
・
中
学
校
関
係

　

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
教
育
環
境
の
充
実
や

き
め
細
か
な
指
導
に
よ
る
学
力
向

上
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
人
材
育
成
の
た
め
の
奨
学
基
金

へ
追
加　

１
１
０
１
万
円

▼
永
田
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
更
新　

８
１
８
万
円

▼
小
・
中
学
校
へ
扇
風
機
を
追
加

配
備　

２
８
５
万
円

▼
Ｑ
‐
Ｕ
検
査
（
い
じ
め
お
よ
び

不
登
校
対
策
の
た
め
）
の
調
査

２
０
０
万
７
０
０
０
円

▼
発
達
障
害
な
ど
の
児
童
生
徒
へ

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

３
８
８
１
万
３
０
０
０
円

▼
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち

の
郷
土
中
野
市
」
を
改
訂
発
行

１
４
５
万
１
０
０
０
円

▼
要
保
護
・
準
要
保
護
の
就
学
援

助　

３
５
９
４
万
６
０
０
０
円

▼
中
学
校
の
不
登
校
対
策
指
導
員

の
配
置　

６
４
７
万
円

▼
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置　

２
５
１
万
４
０
０
０
円

　

こ
の
他
に
、
小
学
校
の
保
健
室

へ
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、
小
・
中
学

校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
（
最
終
年

度
）
、
小
学
校
の
耐
震
の
た
め
体

育
館
天
井
補
強
の
設
計
委
託
、
倭

小
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
、

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
更
新
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
環
境
整
備
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
が

創
意
工
夫
し
て
行
う
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
、
外
国
青
年
に
よ
る
語

学
指
導
助
手
３
人
の
招
致
、
学
校

図
書
の
充
実
な
ど
も
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

○
文
化
財
関
係

　

重
要
な
文
化
財
の
保
護
や
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
記

録
保
存
す
る
と
と
も
に
、
出
土
遺

物
の
保
存
活
用
を
図
り
ま
す
。

▼
笠
倉
遺
跡
の
発
掘
調
査　

１
７
８
０
万
円

▼
山
田
家
資
料
等
の
総
合
調
査　

２
３
０
万
円

○
公
民
館
関
係

　

中
央
公
民
館
の
耐
震
補
強
や
西

部
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
を
行
い
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
地
域
活
動
の
支
援
、
各
種
講

座
を
各
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

○
図
書
館
関
係

　

５
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
間
、
平

日
開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延

長
す
る
ほ
か
、
７
カ
月
に
な
る
乳

幼
児
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と

し
て
絵
本
を
贈
呈
、
読
み
聞
か
せ

会
の
開
催
な
ど
読
書
に
親
し
む
環

境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
博
物
館
関
係

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
ソ
フ
ト
の

更
新
の
ほ
か
、
講
演
会
や
各
種
講

座
、
企
画
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

○
学
校
給
食
関
係

　

地
元
食
材
を
生
か
し
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
安
心
・
安
全
に
配
慮
し

た
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
給

食
費
は
賄
い
材
料
費
と
し
て
一
食
、

小
学
校
低
学
年
２
４
０
円
、
小
学

校
高
学
年
２
６
０
円
、
中
学
校

３
０
０
円
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼平成24年度入学　児童生徒数
中 野 小１４０（-24） 南 宮 中226（+14）
日 野 小 16（-14） 中野平中121（-31）
延 徳 小 26（-　9） 高 社 中 97（-　2）
平 野 小 76（-18） 豊 田 中 39（-　8）
高 丘 小 35（+　９）

※児童生徒数は平
成２４年３月１９日
現在

※かっこ内は平成
23年度の卒業生
数に対する増減

長 丘 小 12（-　4）
平 岡 小 32（-16）
科 野 小 12（-　9）
倭 小 9（-　4）
豊 井 小 11（-14）
永 田 小 12（-　3）

ー　お知らせ　ー
　毎月発行してまいりました、
この教育委員会だよりは、本年
度から年４回の発行とし、ペー
ジ数を充実して行うこととしま
した。

思
っ
て
お
り
ま
す
。



　３月１４日から４月１日まで中野陣屋・県庁記念館に
おいて、中野土びな特別展が開催されました。
　中野ひな市にあわせ、中野の土びなをより多くの方
に知っていただくため、「ようこそ信州中野　土びな
の里へ」をテーマに、市内の収集家が所有する土びな
が展示されました。
　期間中は、市内外から大勢の方が訪れ、普段目にす
ることができない貴重な土びなを鑑賞していました。

土人形絵付けコンテスト表彰式

▲表彰を受ける受賞者の皆さん
　土人形の愛らしさと絵付け体験の楽しさを身近に感
じてもらおうと実施した「土人形絵付けコンテスト」の表
彰式を３月２５日、中野陣屋・県庁記念館で開催しました。
　本年度は、奈良家の人形型と新たに西原家の人形型を
題材に加えて実施、小学校低学年、同高学年、一般の各
部門に計478点のご応募をいただきました。審査の結果、
各部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作10点が入
選、受賞者に表彰状をお渡ししました。

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成24年４月号21 平成24年４月号 20

小沼区「餅かえ行事」▲

「わらつと」を交換し合う子どもたち
　農作業の仕事始めとされる事八日の３月８日、市無形
民俗文化財に指定されている小沼区の「餅かえ」行事が
行われました。
　当日は、祭典委員長によるホラ貝の音を合図に、早朝
から庚

こ う し ん と う

申塔前に区民らが寄り集まり、無病息災や家内安
全、五穀豊穣などを願って「あん」や「きな粉」の餅を
わらで包んだ「わらつと」を互いに交換しました。
　また、終了後には「わら馬」の抽選会も行われました。

市民ソフトバレーボール大会▲

白熱したゲームが繰り広げられました
　３月９日、市民体育館において、第７回市民ソフトバ
レーボール大会を開催しました。
　本大会は、比較的手軽に取り組めるソフトバレーボー
ルを通じて市民スポーツの振興を図ることを目的とし、
本年で通算16回目となりました。
　当日は、一般女子の部に８チーム、男女混合の部に８
チーム、ファミリーの部に１２チーム、計１３６人が参加、
仲間や家族と一緒に爽やかな汗を流していました。

表紙の説明

中野土びな特別展

　昭和53年から市の健康づくりにご協力いただいている
日
ひ の は ら

野原重
し げ あ き

明先生による「健康講演会」を３月20日、市民
会館ホールにおいて開催しました。
　「中野市の伝統と将来のビジョン」と題した講演では、
「自分の運命をデザインするためには、よいモデルが必
要」「中野市民の生活習慣を日本のモデルにしよう」と語
られました。約１０００人が来場した会場では、先生のユー
モアを交えたお話に絶えず笑いが起こっていました。

日野原重明先生「健康講演会」▲

昨年１００歳を迎えられた日野原先生が講演

　３月５日、中野平中学校生徒会の「ふれあい委員会」
が平野保育園に絵本を寄贈しました。
　当日は、生徒６人が保育園を訪れ、約３万個のアルミ
缶収集により得た資金で購入した絵本８冊を園児たちに
手渡しました。
　また、３５人の園児を前に生徒らは寄贈した絵本の１冊
「きょうりゅうのラーメン」の読み聞かせを行ったほか
ころがしドッジボールなどで交流しました。

中野平中学校生徒会が絵本を寄贈

▲絵本の読み聞かせに喜ぶ園児たち

小中学校・卒業証書授与式

▲学校生活の思い出を歌にのせ巣立つ卒業生ら
　３月15日に市内の11小学校、また、16日に４中学校で
卒業証書授与式が行われ、小学生４８７人、中学生510人が
卒業しました。
　式では、在校生や保護者など大勢の出席者の見守る
中、卒業生が入場し、校長先生から一人一人に卒業証書
が手渡されました。卒業生は、学校生活の数々の思い出
を胸に、大きな夢や希望に向かって新たな道を歩み出し
ました。　　　　　　　　　　　（写真：豊田中学校）
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竹
た け う ち

内　洋
よ う す け

介　さんから紹介された

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.84

　　

中野小学校　６年

柴
し ば た

田　結
ゆ い

衣さん

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
パ
テ
ィ

シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由

は
、
自
分
が
考
え
て
作
っ
た
ス

イ
ー
ツ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
食

べ
て
も
ら
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら
で

す
。
自
分
が
一
生
け
ん
命
、

作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
て
も

ら
っ
て
「
お
い
し
い
。
」
と

言
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

　
私
が
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
、

一
番
最
初
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
人
は
家
族
で
す
。
家
族
の
み

ん
な
は
、
私
が
何
か
失
敗
し
て

も
勇
気
づ
け
て
く
れ
て
、
い
つ

も
応
援
し
て
く
れ
る
の
で
、
感

謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
作
り
た

い
で
す
。

　
お
い
し
い
物
を
食
べ
る
と
み

ん
な
笑
顔
に
な
れ
る
と
思
う
の

で
、
食
べ
て
く
れ
た
人
の
笑
顔

を
見
て
、
自
分
も
「
も
っ
と
が

ん
ば
ろ
う
。
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
ス
イ
ー
ツ
作
り
を

練
習
し
て
、
失
敗
し
て
も
あ
き

ら
め
な
い
で
、
夢
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

No.55

パティシエになりたい

①自己紹介
　出身は須坂市で、昨年の秋に結婚して夫
と２人暮らしです。仕事は、須坂市にある
自動車学校で事務をしています。
②今後チャレンジしたいこと
　春先は自動車学校が繁忙期で、時間が取
れないのですが、余裕ができたら夫と出掛
けたり、友達と遊びに行きたいです。
③これからのまちづくりに望むこと
　バラ祭りは、大勢のお客さんが訪れます
が、整備された銀座通りを生かして、期間
中、もっと地元の人が楽しめるイベントが
多くあったらと思います。

小
こ ば や し

林 恵
え み こ

未子  さん

（会社員・江部）

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
月
の
兎
ボ
ー
ル
チ
ェ
ー
ン
　
　

　　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　

　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
世
帯
主

名
を
記
入
の
上
、
日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
、
次
の

宛
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
4
月
25
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

問
題

　

投
票
所
・
●
●
区
が

　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
内
で
働
く
元

気
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

皆
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
共
に
同

じ
大
学
の
柔
道
整
復

師
学
科
を
修
了
後
、

昨
年
４
月
か
ら
市
内

の
接
骨
院
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
野
竹
康
之

さ
ん
と
林
佑
樹
さ
ん

の
お
二
人
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

【岩船・24歳】 【中野・24歳】
林
はやし

　佑
ゆ う き

樹 さん 野
の た け

竹　康
や す ゆ き

之 さん

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　
学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

い
て
、
け
が
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
で
い

る
若
者
の
手
助
け
を
し
た
い
と
思

い
選
び
ま
し
た
。
資
格
は
あ
り
ま

す
が
、
実
際
に
患
者
さ
ん
を
診
る

と
、
学
校
で
習
っ
た
教
科
書
ど
お

り
と
は
い
か
ず
、
先
生
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
施
術
し
て
い
ま
す
。

◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
あ
り
ま

す
か
。

　
康
之
く
ん
の
影
響
で
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
始
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
少
し
で
も
痛
み
を

和
ら
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
技

術
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
実
家
の
接

骨
院
で
父
の
仕
事
を
見
て
い
て
、

ゆ
く
ゆ
く
は
継
ぐ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
も
柔
道
整
復
師
の
資

格
を
取
得
し
、
指
導
を
受
け
な
が

ら
一
緒
に
働
い
て
み
て
、
父
の
偉

大
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
あ
り
ま

す
か
。

　
趣
味
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
、

シ
ー
ズ
ン
中
の
休
日
は
よ
く
雪
山

に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
父
が
安
心
し
て
引
退
で
き
る
よ

う
に
知
識
や
技
術
を
し
っ
か
り
受

け
継
い
で
後
を
と
り
た
い
で
す
。

～中野のチカラ～
vol.２５

打
力
を
磨
き
レ
ギ
ュ
ラ
ー
獲
得
へ

○
き
っ
か
け

　
遊
び
感
覚
で
始
め
た
父
親
と
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
野
球
と
の
出
合
い
で
し
た
。

　
小
学
校（
延
徳
）・
中
学
校（
南
宮
）・
高

校
時
代
は
肘
の
痛
み
と
闘
い
な
が
ら
野
球

を
し
て
い
ま
し
た
。
一
番
の
思
い
出
は
、

東
海
大
三
高
時
代
の
夏
の
県
大
会
準
々
決

勝
、
「
松
本
蟻
ヶ
崎
高
」
戦
で
サ
イ
ク
ル

安
打
を
達
成
し
た
こ
と
で
す
。

○
入
団
し
て

　
ア
マ
チ
ュ
ア
と
違
い
、
や
る
こ
と
が
速

く
、
「
自
分
か
ら
率
先
し
て
や
る
こ
と
」

が
プ
ロ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
昨
年
は
４
月

に
痛
め
て
い
た
肘
の
手
術
を
行
い
９
月
ま

で
は
リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
早

く
復
帰
し
よ
う
と
焦
る
気
持
ち
は
あ
り
ま

し
た
が
、
手
術
し
た
右
肘
な
ど
の
筋
力

ア
ッ
プ
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
投
げ
る
怖
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

肘
に
負
担
の
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
体
の
近

く
で
投
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
打
撃
で
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
軸
が
ぶ
れ
な
い

よ
う
に
下
半
身
を
使
っ
て
打
つ
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
佐
野
監
督
か
ら
は
打
撃

フ
ォ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
の
位
置
に
気
を
つ

け
、
ス
ム
ー
ズ
に
振
る
よ
う
に
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。

○
目
標
は

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
選
手
契
約
し
、
強
い
気

持
ち
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
取
り
、
チ
ー
ム
の

勝
利
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

あ

す

第
16
回

練習生 宮
み や ざ わ

澤　和
か ず き

希さん　（新保）
信濃グランセローズ
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害獣巡回駆除
《４月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、害
獣巡回駆除を実施します。
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　４月18日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から約２時間
駆除実施中は銃器を使用するた※※
め大変危険です。対象区域に近
づかないようにお願いします。

問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　　　（市役所農政課内・内線２５１）

　おすみちゃんに含まれている有機
分は、土壌改良に役立ちます。
４月の販売日
11日㈬、15㈰、25日㈬
５月の販売日
９日㈬、16日㈬、20日㈰、30日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～１１時３０分
販売価格（税込み）
・１袋（15kg）　２００円
・バラ（300kg） １，５００円
・バラ（５００kg） ２，５００円
※バラ売り(袋無)：要予約(10日前)
※販売する肥料には放射性物質が含
まれていますが、国の基準値以
下の製品です。

問　上下水道課下水道係(内線283)

図書館の平日開館時間の
延長を試行します
開館時間　火曜日～金曜日
　【現行】午前９時～午後６時
　【試行】午前９時～午後７時
試行期間　5月8日㈫～10月30日㈫
※分館では実施しません。
問　市立図書館　☎（26）5841

　毎月第１水曜日と第３日曜日にビ
デオ上映会を開催しています。
①日時　４月15日㈰　午後２時～
　内容　どうする？大地震　ほか
②日時　５月２日㈬　午後４時半～
　内容　かいじゅうたちのいるところ
会場　市立図書館２階　AVホール
入場料　無料
問　市立図書館　☎（26）5841

としょかんプチ☆キネマ

　４月23日㈪から５月12日㈯まで
の「こどもの読書週間」に合わせて、
「おはなし会スペシャル」を開催し
ます。
期日　５月12日㈯、13日㈰
時間　午前10時～正午
会場　市立図書館
内容　紙芝居、朗読、読み聞かせなど
※こどもの読書週間中は、ビデオ上
映会や絵本展なども開催します。
問　市立図書館　☎（26）5841

おはなし会スペシャル

　信濃路は
　　ゆとりの笑顔と　ゆずりあい

　春の全国交通安全運動が、４月６
日㈮から15日㈰まで行われます。
　新年度になり、新入学児童・生徒
を迎えた交通環境の中、市民みんな
で交通ルールの順守と正しい交通マ
ナーの実践を習慣づけ、交通事故の
防止に努めましょう。
　また、運動期間中は警察、交通安
全協会、市が街頭で交通指導を実施
し、市民の皆さんに交通安全を呼び
掛けます。
　交通安全の主役は自分自身である
ことを認識し、一人一人の心掛けで
交通事故をなくしましょう。
期間　４月６日㈮～15日㈰
【運動の重点】
　子どもと高齢者の交通事故防止を
基本として
・歩行・横断中の
交通事故防止
・自転車の安全利
用の推進
・全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹
底
・飲酒運転の根絶
問　市民課生活交通安全係
　　（内線２３８）

春の全国交通安全運動

中野ミニジョブカフェ ～若者のための就職相談～

「ジョブカフェ信州」共催

　市では「中野ミニジョブカフェ事業」として、おおむね40歳未満の
方を対象とした就職相談を行っています。
　「就職活動って何から始めたらよいかわからない」、「やりたいこと
が見つからない」、「どんな仕事があるのか知りたい」など、就職に関
するさまざまな相談に、地域キャリアコンサルタント（長野県若年者就
業サポートセンター）が応じます。なお、秘密は固く守られます。
期日　希望日をご相談ください（事前予約が必要です）
時間　午後１時30分～４時30分
会場　長野県中野勤労者福祉センター（三好町一丁目４番２７号）
問い合わせ・事前予約先　商工観光課労政係（内線258）
※求人紹介やあっせんをするものではありません。

　例年、空気が乾燥するこの時期は
山火事が多く発生しています。
　次の点に注意
し、山火事の予
防に心掛けまし
ょう。
・山林内や山際でのたき火はやめま
しょう。

・たばこの投げ捨ては絶対にやめま
しょう。

問　農政課耕地林務係（内線251）

山火事にご注意！女性相談の相談日を
変更しました
　専門の女性相談員が女性のさまざ
まな悩みの相談をお受けする「女性
相談」の相談日を変更しました。
　相談することで気持ちの整理がつ
くこともあります。
　また、より専門的な窓口を紹介す
ることもできますので、お気軽にご
相談ください。
　なお、秘密は固く守られます。
相談日　月～金曜日（祝日は除く）
相談時間　午前９時～午後５時
面接相談（要予約）
　場所　中野市人権センター
電話相談
　専用電話　☎（23）4

シ ン パ イ ゼ ロ

810
問　男女共同参画推進室（内線254）

次回申込期限　４月27日㈮  午後５時15分
広報なかの掲載号　６月５日発行の６月号から
※詳しくは、市公式ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。
市公式ホームページ　
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
問　庶務課秘書広報係（内線212または400）
～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」
広 告 募 集 中 ！

ツキノワグマにご注意！　－被害を防ぐために－
　この時期は、クマが冬眠から目覚め、活動が活発
になるため遭遇する危険が多くなります。
　山菜採りなどで入山する場合や、山際で農作業を
する場合などは次の点に注意してください。
笛、ラジオ、鈴を携帯する
　クマは人の気配を感じると自ら避けて通ります。人の存在を知らせるた
めに、音の出るものを携帯しましょう。
朝・夕の行動は避ける
　クマの活動が活発になる明け方と夕方の活動はできるだけ避けましょう。
クマのいる場所に近づかない
　クマの足跡やふんなどを発見したら、近づかずに引き返しましょう。
子グマを見たら立ち去る
　子グマの近くには必ず母グマがいます。母グマは子グマを守るため、人
へ攻撃をすることがありますので、子グマを見かけたら静かに立ち去りま
しょう。
問　農政課耕地林務係（内線251）

なかの｢おすみちゃん｣販売
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５月１日㈫は平成24年度固定資産税第１期の納期限です。お忘れなく。

びん・ペットボトル・古紙…月１回の資源物収集の分別方法と同様です。
食用油…家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限ります。
古着・古布…ナイロン製品・中綿入り製品、セーターなどは回収できません。
庭木の剪定枝…直径15cm以下のものに限ります。草・根・廃材・果樹剪
定枝は回収できません。(剪定枝のチップは、会場に積み置きます。無料
ですので、ご自由にお持ちください）　
陶磁器…食器類に限ります。汚れたもの、陶器・磁器以外の物などは回収
できません。
問　環境課衛生係（内線245）

資源物の特別回収を行います
　ごみの減量・再資源化を一層進めるため、「資源物の特別回収」を行います。
★回収場所で回収できないと判断されたものは、お持ち帰りください。
★前夜・早朝など指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。
回収日 時　間 会　場 回収品目

「資源物の
日曜回収」
４月22日㈰

午前 10 時～
午後1時 西友中野駅前店

段ボール、新聞紙、雑誌・
雑がみ、びん、ペットボトル、
食用油、古着・古布

５月13日㈰ 午前 ９時～
正午

浜津ケ池公園駐車場
（市民センター北側 ）

庭木の剪定枝
陶磁器

　技能検定は、働く人々の有する技
能を一定の基準により検定し、国と
して証明する国家検定制度です。
　平成24年度前期技能検定試験の受
験を希望される方はお問い合わせく
ださい。
受付期間　４月９日㈪～18日㈬
申請書類　中野地域職業訓練センタ
ーで配布しています。
問　長野県職業能力開発協会検定課
　　☎０２６（234）９０５０

技能検定試験のご案内

音声告知放送の加入を
受け付けています
　音声告知放送は、緊急地震速報な
どの緊急放送のほか、毎日朝晩、市
役所から、くらしに役立つ情報をお
知らせしています。
　ぜひ、ご加入ください。
費用（税込み）
・音声告知放送端末機
　１台目…無料（市から貸し出し）
　２台目以降…18,270円/台
・引込線工事　21,000円
・建物内工事　住宅の形状や設置場
所により異なり、別途掛かります。

※詳しくはお問い合わせください。
問　政策情報課情報係（内線217）

地域公共交通対策協議会の委員を募集
　市では、持続可能な地域交通のあり方を考えるために
設置している「中野市地域公共交通対策協議会」の委員
を新たに募集しています。
応募資格　市内在住の18歳以上の方　　任期　２年間
募集人員　４人　　募集期限　４月27日㈮
応募方法　「公共交通のあり方について」のお考えを
400字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、職業、電話番
号をご記入の上、ご応募ください。
応募先・問合せ先　政策情報課政策推進係（内線216）

の寄付状況・活用先
　「ふるさと寄付金（納税制度）」は、「ふるさと」に貢献、応援したいと
いう納税者の思いを実現する観点から、出身地に限らず応援したい県・市
町村に寄付をした場合、個人住民税や所得税が軽減される制度です。
ふるさと寄付金の寄付状況（平成20年６月から受け付け開始）
寄付申出件数　112件　※団体などの寄付を含む••
寄付金額　16,171,568円（平成24年３月23日現在）••

〈寄付金の内訳〉

平成24年度のふるさと寄付金の活用先
・電話医療相談所運営事業　320,000円（メニュー４から）
・市民プール大型パラソル設置費用　110,000円（メニュー３から）
・その他の寄付金は、「ふるさと振興基金」に積み立て、活用事業が決定
次第、順次活用させていただく予定です。
※寄付の申し込みなど、詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームペー
ジをご覧ください。
ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/city/seisaku/seisaku/
hurusatonouzei.htm
問　政策情報課政策推進係（内線216）

メニュー 活用内容 件数 寄付金額
メニュー１•
緑豊かなふるさと信州中野 環境保全、都市基盤整備 14 1,110,449 円 

メニュー２•
文化が香る信州中野 教育関係、文化振興 24 8,459,100 円 

メニュー３•
元気なまち信州中野

医療福祉、産業振興、
市民交流、スポーツ振興 27 2,208,348 円 

メニュー４•
市長におまかせ信州中野 市長が選定する政策に活用 47 4,393,671 円 

ふるさと寄付金

■緑化苗木頒布会
期日　４月22日㈰
時間　午前10時30分から苗木終了まで
(整理券は午前9時45分から配布します)
会場　次の2会場で開催
・一本木公園
・浜津ケ池公園駐車場
無償頒布本数　各会場330本（計660本）
苗木の種類　ナナカマド、カスミ桜、ヤマボウシ、オオモミジ、

「緑化苗木頒布会」の開催と「緑化運動」のお知らせ
イロハモミジ、ヨシノツツジ、レンゲツツジ、ドウダンツツジ、ブ
ルーベリー、アメリカハナミズキ(白)、ライラック、ムラサキシ
キブ、ゲンペイモモ、エゴ、ナツツバキ、リキュウバイの16種類
■緑化運動
　緑化の推進と森林資源の造成を図るため、各種緑化
運動の一環として「緑の募金運動」が実施されますの
で、ご協力をお願いします。
問　農政課耕地林務係（内線251）　
　　豊田支所地域振興課振興係（内線143）

「市営住宅」「若者住宅」
入居者募集
　現在の空き住宅と５月から７月まで
の明け渡しに備え入居者を募集します。
募集期間　４月13日㈮まで
募集する住宅　東山、泉、長元坊、小
田中、城下の各市営住宅、若者住宅
空きのある住宅　東山、長元坊、城
下の各市営住宅、若者住宅
選考方法　公開抽選による
抽選日時　４月26日㈭　午後２時
抽選会場　市民会館46号会議室　
※入居資格など、詳しくはお問い合わ
せください。

問　都市計画課建築住宅係（内線２７３）

期日　５月11日から７月13日までの毎週金曜日（全10回）
時間　午後７時～９時　　会場　中野市弓道場　　内容　弓道の基本練習
対象　市内の中学生　　定員　30人　参加料　2,000円（全10回分）
問・申　中野市体育協会事務局　☎（26）３５７２

中学生初心者弓道教室参加者募集高野辰之記念祭
菜の花まつりコンサート
　近代の国文学に大きな業績を残
し、文部省唱歌の作詞者でもある高
野辰之博士の功績をたたえ、音楽に
親しんでいただくため高野辰之記念
祭を開催します。大勢の皆さんのお
越しをお待ちしています。
期日　４月２1日㈯
時間　午後１時３０分～２時３０分
会場　高野辰之記念館
入館料　記念祭開催時は無料
出演者　マリンバ・上

じょうかい

海亮
り ょ う こ

子さん、
ピアノ・栗

く り や ま

山敦
あ つ こ

子さん
曲目　Ｇ線上のアリア、さくらさく
ら、もののけ姫、チャルダッシュ、
ノクターン第５番、朧月夜、見上げ
てごらん夜の星を　ほか
問　高野辰之記念館　☎（38）3070

春の信州に泊まろう！キャンペーン
　信州・長野県観光協会では、県内の宿泊施設に泊まる
と、抽選で555名の方に無料宿泊券や県産品、｢アルク
マ｣グッズなどが当たる「春の信州に泊まろう！キャ
ンペーン」を実施しています。
期間　５月３１日㈭まで　　応募期限　６月１１日㈪
※応募方法など、詳しくはホームページ「長野県公式観
光ウェブサイト」をご覧ください。

ホームページ　http://www.nagano-tabi.net/
問　信州・長野県観光協会　☎０２６（２３４）７２１９

　帯の瀬ハイツでは、４月から平成25年３月までの毎月26日に「帯の瀬
の日」を開催します。４月から６月までの予定は次のとおりです。

時間　午前10時～午後３時　　持ち物　昼食、入浴道具　　参加料　無料
予約　３日前までに予約が必要です。
利用できる方　市内在住のおおむね65歳以上の方
問・申　農村環境改善センター帯の瀬ハイツ　☎（22）６２１０

帯の瀬ハイツ 「帯の瀬の日」　平成 24 年度も毎月開催します

期日 イベント 季節の風呂 対象地区
４月 26日㈭ 落語 よもぎ 倭地区
５月 26日㈯ マジックショー シャクヤク 科野地区
６月 26日㈫ ハーモニカ バラ 延徳地区
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年金
「ねんきんダイヤル」(平日午前８時30分～午後５時15分)

☎０５７０（０５）１１６５

国民年金「学生納付特例制度」
－申請は毎年度必要です－

　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の方
は、学生であっても国民年金に加入し保険料を納
付しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、
本人の所得が一定以下の場合、申請により在学中
の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制
度」があります。
　学生納付特例を受けた期間は、老齢基礎年金の
年金額には反映されませんが、受給資格期間に算
入されます。（10年以内であれば追納して満額に
近づけることができます）また、病気や事故など
万が一の場合には、障害基礎年金・遺族基礎年金
の受給資格期間にも算入されます。
 申請方法 
　市役所市民課へ「年金手帳」「学生証の写し
（または在学証明書）」「印鑑」をお持ちいただ
き、手続きをしてください。
問　長野北年金事務所　☎026（244）4100

 
　　人口：45,332人（ー10）　男：21,934人（±０）　女：23,398人（ー10） 世帯数：15,307戸（＋５）

（　）は前月比、平成22年国勢調査を基に推計【平成24年３月1日現在】

ご寄付　ありがとうございました

●博物館の展示・収蔵資料として
　大師講具　一式　＜安源寺東組大師講　様＞
●平野保育園へ絵本を贈り交流を図るため　
　生徒会活動で得た資金で購入した絵本　８冊
　＜中野平中学校生徒会ふれあい委員会　様＞
●JA中野市管内小学校新入学児童の祝品として
　傘　372本　＜中野市農業協同組合　様＞
●新入学児童交通安全推進のため
　新入学児童交通安全帽子　402個
　＜中野ライオンズクラブ　様＞
●ふるさと寄付金　医療・福祉のため
　現金　10,000円
　＜埼玉県草加市　花岡　勇治　様＞
●ふるさと寄付金　市長が選定する政策のため
　現金　30,000円
　＜群馬県前橋市　斉藤　良二　様＞
問　庶務課秘書広報係（内線400）

　

シリーズ 地球温暖化�

　消費生活センターの職員を名乗る者から「以前
あなたが購入した高額商品の代金を取り戻すため
の書類を作るので訪問したい」と電話があり、後
日、職員だという男が訪問してきた。

アドバイス　これは、消費生活センターの職員を
装い、過去に高額な商品を購入したことがある消
費者などから、書類作成の手数料などをだまし取
る手口です。また、個人情報を聞き出すなどの事
例もあります。
　市内でも、同様の事例が発生していますので、
ご注意ください。
解決方法　消費生活センターなどの公的機関の職
員が、このような電話や訪問をすることはありま
せん。同様の事例があった場合は、警察にご連絡
ください。
　
問い合わせ・消費生活相談
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県長野消費生活センター　☎026（223）6777

子ども相談 毎週月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
子ども相談室

子ども相談室
（内線278）

保健師による
子育て相談

毎週月・金曜日（休所日を除く）　午前10時～11時
りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎22-2259

定期健康相談 ①毎週水曜日　午前10時～11時30分　中野保健センター
②毎月第１木曜日　午前10時～11時30分　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線242)

高齢者の方のための
総合相談

毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線366）

行政相談
４月10日㈫、5月10日㈭
午前９時～11時30分　豊田支所相談室
午後１時～４時　市民会館44号会議室　

庶務課庶務文書係
(内線211)

身体障害者相談所
（予約制）

毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

福祉相談
ボランティア相談

毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

女性相談窓口
（面接は予約制）

毎週月～金曜日（祝日を除く） 午前9時～午後５時
中野人権センター

男女共同参画推進室
☎23-4810

心配ごと相談 毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

結婚相談
（予約制）

毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

交通事故
巡回相談

５月17日㈭ 午前10時～午後３時
北信合同庁舎

北信地方事務所
☎22-3111

法律相談
（予約制）

毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
午後１時30分～３時30分　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

職業相談 毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎23-4710

　相談内容について秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。各種相談日程

市立博物館
㊡火曜日

☎ 22-2005
常設展示「中野市の自然と歴史・文化」

日本土人形
資料館

㊡木曜日
☎ 26-0730

日本土人形資料館まつり
４月21日㈯　午前10時～午後３時
企画展「中野人形師　奈良久雄の世界」
４月27日㈮から

展示案内　ぜひ、ご覧ください。

電話医療相談　  ☎23-0300
　午前８時 30 分～午後 10 時 （ 土・日曜日、祝日を除く ）
子ども電話相談　 ☎23-3191
　午前８時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）

児童虐待・DV24 時間ホットライン
　        ☎0263-91-２４１０

電話相談　専用電話をご利用ください。

★こたつ板★ベビー用歩行器★ろうそく（イベン
ト用）★電子ピアノ

★ノートパソコン★介護用歩行器★チャイルド
シート★ベビー用ゲート★ファンヒーター

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線238）

さしあげます

ゆずってください

ご利用ください
(3月28日現在)

『消費生活センタ－職員を装う不審な電話』

消費者トラブルと解決法
第 20 回消費生活相談

◎太陽光発電の余剰電力買取制度
　－４月から６月までの買取価格が決定しました－
　平成21年11月に開始された「太陽光発電の余剰
電力買取制度」について、４月から６月までに電
力会社に対し、買取契約の申し込みを行った場合
の買取価格は、引き続き次のとおりとなります。
・10kW未満の住宅用　42円/kWh
・非住宅用、10kW以上の住宅用 40円/kWh
　この買取価格は、「再生可能エネルギーの固定
価格買取制度」が施行される７月１日までの買取
価格であり、昨年度と同額となっています。
　なお、今回決定した買取価格は、現行の「太陽
光発電の余剰電力買取制度」の買取価格であり、
「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」の買
取価格とは、直接関係ありません。

再生可能エネルギーの固定価格買取制度
　太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなどの
再生可能エネルギー源を用いて発電された電気を、
一定の価格・期間で電気事業者が買い取ることを
義務付けるもので、７月１日から施行されます。

問　環境課環境係（内線247）
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◦中野市健康づくり課 ☎22-2111
　　　　　　　　　　　　　(内線242・368）

◦豊田支所地域振興課     ☎38-3111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎23-2255

◦電話医療相談所   　　 ☎２３-0300

☆わが家のアイドル☆

期日／５月１１日㈮
時間／午後１時15分～４時
会場／中野保健センター
内容／母と子の歯の健康、出産・子
育てにおけるサービスの紹介、妊婦体
験、もく浴演習、母乳栄養と乳房管理
※３日前までに予約が必要です。

マタニティクラス

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ４月１7日㈫ 2３年12月生

７ か 月
児 健 診 ４月1８日㈬ 23年８月生

１ 歳６か月
児 健 診 ４月20日㈮ 2２年９月生

２歳児健診 ４月１6日㈪ 2２年３月生

３歳児健診 ４月１9日㈭ 21年３月生

乳幼児健康診査
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

育児教室
期日／５月21日㈪
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話
　　 （試食あり）
※３日前までに予約が必要です。

※都合のつかない場合は、翌月お出
　掛けください。

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成1８年４月
２日～平成1９年４月１日生まれ）
第３期＝中学１年生に相当する
年齢の者（平成11年４月２日～
平成12年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成６年４月２日～
平成7年４月１日生まれ）
※第１期で単独ワクチンを接種

済みの幼児も、第２期として
混合ワクチンを接種します。

※第３期の対象の方は各中学校
で接種します。

※第２期・第４期の方には予診
票を送付します。

※対象者は無料で接種が受けら
れますので、接種される前月
に実施医療機関へ予約してく
ださい。

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)
受付時間／午後０時45分～１時30分
＜中野保健センター＞
４月2５日㈬…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
５月８日㈫…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳未満
（２０～５６日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳未満
（初回３回目終了後１２～１８か月

の間に１回）
≪７歳６か月未満まで接種可≫

ＢＣＧ ( 接種年齢は生後３～６か月未満の乳児 )

期日／４月17日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成23年12月生まれ
※３か月児健診時に行います。

歯周疾患検診
　20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・
70歳の方を対象に歯周疾患検診を行
います。
　対象となる方には４月中旬に受診
票をお送りしますので、ご希望の市
内歯科医院へ予約し、受診してくだ
さい。
期間／12月28日㈮まで
受診料／20歳・30歳・40歳・50歳・
60歳の方は500円、70歳の方および
生活保護受給世帯の方で、受付にて
証明書を提示された方は無料

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。
（無料、予約制）
子ども－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、病気
や治療、家族についての相談など
期日／４月12日㈭、５月10日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は相談日の２日前までに健

康づくり課へお申し込みください。

定期健康相談
　保健師、栄養士、歯科衛生士が相
談に応じますので、お気軽にご相談
ください。
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター（毎週水曜日）
豊田保健センター（毎月第１木曜日）
内容／血圧測定、身体計測、栄養相
談、歯科相談、介護相談、育児相談
など
※各会場とも祝日は休みになります。

　お父さんのことが大好きな女
の子で、弟の面倒をよくみる
しっかり者です。好物はトマト
とキュウリ。のびのびとやさし
い子に育ってほしいと思います。
（松木重

し げ と

人・貴
た か こ

子さん　江部）

（３歳５か月）　（１歳）
松
ま つ き

木陽
ひ な

菜ちゃん重
え い た

一汰くん
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